
。、

広報 題字は清河市長

発行所/富山県魚津市釈迦堂一丁目10番l号魚津市役所(〒937)(fi0765 -22 -2200) 

あなたと市政をむすぶ広報うおづ毎月1日発行通巻545号 平成 3年 4月1日発行



(2) 広報うあ、づ平成 3年 4月

総額241億2.419万1千円前年度防13.7%増加

総

務

費

行
政
事
務
の
一
層
の

充
実
を
図
り
ま
す

現
在
行
っ
て
い
る
戸
籍
事
務
の
電

算
処
理
を
充
実
し
、
印
鑑
証
明
を
電

算
化
し
ま
す
。
カ
ー
ド
登
録
と
な
り

実
印
を
持
ち
歩
く
不
安
が
な
く
な
り

ま
す
。
九
月
以
降
証
明
書
の
必
要
な

方
か
ら
順
次
実
施
で
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。四

月
七
日
は
、
県
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
日
で
す
。
住
み
よ
い
郷
土
づ

く
り
に
尽
く
し
て
く
れ
る
人
を
き
れ

い
な
選
挙
で
選
び
ま
し
ょ
う
。

防
災
対
策
と
し
て
防
災
行
政
無
線

の
整
備
、
交
通
対
策
と
し
て
魚
津
駅

北
側
駐
輪
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
、
税
務
事
務
・市
民
課
窓
口
事

務
な
ど
の
経
費
を
計
上
じ
ま
し
た
。

民

生

費

第
三
子
以
降

出
生
祝
い
金
を
新
設

-
社
会
福
祉
費
九
億
五
千
六
百
万
円

お
年
寄
り
ゃ
身
障
者
の
方
の
た
め

の
費
用
で
す
。

心
身
障
害
者
介
護
手
当

・
ね
た
き

り
老
人
介
護
手
当
を
増
額
し
ま
す
。

全 体 予 算

izbz 、 5十 名 予算額
削 年
対 比

自生 Zz』エ 言十
千円 % 

一 14，774，000 24.3 

下水道事業会計 2，947，000 2.0 

特 農業集落排水事業会計 95，200 皆増 |

簡易 水 道事業会計 20，390 17.2 

男IJ

国民健康保険事業会計 2，404，000 0.9 

~ 、 老人保健医療事業会計 3，597，000 ム 2.0

農業共済事業会計 103，701 ム 2.2

5十 水 族館事業会計 182，900 ム30.4

計 9，350，191 0.2 

メ口入 計 24，124，191 13.7 

歳入歳 出予算
商工費 433，401千円 2.9%

消防費 372，907千円 2.5%

険会費 232，569千円 1.6%

労働貸 144，488千円1.0%
予備費 50，000千円 0.3%
災害復旧費 27，433千円 0.2%
鰭支出金 4，030千円 0.0%

衛 生 費

917，114千円

6.2% 

市
政
の
動
き

3
月
市
議
会
定
例
会

l
11
1
1
1
1
1
1
I
l
l
1
1
1
1
1
14
ド
|

3
丹
市
議
会
定
例
会
は
、

3
月

4

日
か
ら
初
日
ま
で
の

げ
日
間
に
わ
た

っ
て
聞
か
れ
、
平
成

3
年
度
予
算
並

び
に
平
成

2
年
度
補
正
予
算
、
各
種

条
例
の
改
正
な
ど

ω議
案
が
審
議
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

0
平
成

3
年
度
予
算

一
般
会
計
と
下
水
道
、
農
業
集
落

排
水
、
簡
易
水
道
、
国
民
健
康
保

険
、
老
人
保
健
医
療
、
農
業
共
済
、

水
族
館
の

7
事
業
特
別
会
計
及
び

水
道
事
業
会
計

0
平
成

2
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計
(
第

5
号
)
、
下
水
道
事

業
特
別
会
計
(
第

3
号
)
、
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
(第

4
号
)
、

老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計
(
第

3
号
)
、
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

(第

2
号

)、
水
族
館
事
業
特
別
会

計
(
第

3
号
)

O
市
農
業
集
落
排
水
事
業
受
益
者
分

担
金
に
関
す
る
条
例
の
設
定

(
施

設
を
利
用
す
る
受
益
者
か
ら
分
担

金
を
徴
収
)

O
市
下
水
道
条
例
の
設
定

(
公
共
下

水
道
施
設
の
一
部
共
用
開
始
に
伴

う
管
理
運
営
及
び
使
用
等
に
つ
い

て
定
め
る
)

0
魚
津
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤



事 業 名 内 廿~ 事業額

経(補団助保事育業園建)設事業 鉄平屋筋コ延ン7ク1-6リmーz ト造 174，878 

総団体合営整土備地事改業良 小川寺 地 内 水 路・農道 42，630 

農第林二漁期業山対村策振事興業 坪野(山所村広場施設) 44，690 
ほカ‘lヶ

農村総合整備モデル事業 農農村道生整備活改・善センター 52，031 

団体営林道事業 別又僧ケ岳線ほか 3線 54，500 

山村林業構造改善事業 施池の設原線及び緑地休養 38，000 

道路改良事業 慶野宮津線ほか 2路線 88，000 

駅整西 地理区土事地て区業画 地園下築造道線ほか及び(単北独鬼分江含2む号)公 540，140 

街 路 事 業 北鬼江古島線(立体交差) 195，000 

運動公園築造事業 陸上競技場(単独分含む) 626，820 

市 街地再開発事業 市街地整備及び緊急促進事業 216，200 

市営川の瀬団地建設事業 RC4階建 1棟(16戸) 326，938 

西大規部模改中造学事校業 生徒玄関 ・教廊室下等窓改枠修・ 120，000 コンビュータ

防(単災行独政事無業線)整備事業 移動系 40，600 

県 ・市単土地改良事業 装かん・改が良い、排流水雪、溝農、水道舗路 63，000 

県治単 ・山林道事・作業業道 業開設道 ・・ 改治良山 ・舗装 ・作 51，000 

市道新設・改良・舗装事業 121，000 

市道消雪施設設置事業 東栄町 24，000 

まちづくり モデル事業 駅前広場修景 50，100 

文化町 5号線改良事業 物件移転補償、道路築造等 61，702 

新消防署築経団工分遣事所 鉄骨造一部Z階建，延176m' 35，000 

小 学校整備事業 グランド整備工事ほか 25，800 

文化 の園整備事業 文用化地買ホ収ーj・レ整(仮地称・設)建計設、新委託川 1，477，688 

埋没林館整備事業 展示棟建設 734，758 

(失業対策事業) 33，215 

(災害復旧事業) 27，433 

デ
ィ
サ

l
ビ
大
事
業
は
サ
ー
ビ
ス
内

容
を
強
化
、
ホ
ー
ム
へ
ル
パ
ー
は
増

員
し
、
き
め
細
か
な
在
宅
福
祉
を
目

指
し
ま
す
。
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
「
魚

津
ハ
ウ
ス
」
の
建
設
に
助
成
し
、
高

齢
化
社
会
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
国
民
健
康
保
険
事
業

へ
の
繰
出
金
、
施
設
入
所
者
の
経
費

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助

金
な
ど
で
す
。

・

児

童

福

祉

費

十

二

億

円

保
育
所

・
母
子
寮

・
つ
く
し
学
園
・

児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
の
た
め
の
各
施
設
の

経
費
で
す
。
ま
た
乳
児

・
母
子

・
父

子

・
妊
産
婦
の
医
療
助
成
費
も
計
上

し
ま
し
た
。

平成 3年 4月広報うおづ(3) 

今
年
度
か
ら
新
し
く
、
第
三
子
以

降
の
出
産
に
対
し
祝
金
の
支
給
を
行

い
ま
す
。

・
生
活
保
護
費
二
億
八
百
万
円

生
活
に
困
っ
て
い

る
人
に
暮
し
の

保
障
を
す
る
た
め
、
生
活
費
や
医
療

費
を
援
助
し
ま
す
。

{暫

生

費

健
康
な
ま
ち
、
き
れ
い
な

環
境
づ
く
り
に
向
け
て

-
保
健
衛
生
費

二
億
一
千
六
百
万
円

健
康
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
予
防

注
射
の
実
施
、
乳
児

・
が
ん
検
診
な

言十必一
A自愛分 担金及び負担金 368，223千円 2.5%

地方議与税 355，000千円 2.4%

財産収入 327，857千円 2.2%

使用料及び手数料 248，145千円 1.7%

操越 金 200，000千円 1.4%

利子容l交付金 160，000千円 1.1%

自動車取得税交付金 140，000千円 0.9%

ゴルフ場利用税交付金 30，0∞千円 0.2%

交通安全対策特別交付金 9，000千円 0.1%

寄 F付 金 5，130千円 0.0%

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
、
魚
津
市
議
会
議
員

の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手

当
に
関
す
る
条
例
、
魚
津
市
長
、

助
役
及
び
収
入
役
の
給
与
に
関
す

る
条
例
、
魚
津
市
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

O
魚
津
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

(団
員
の
年
齢
、
報
酬

の
改
正
)

0
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

O
魚
津
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改

正
(
農
業
集
落
排
水
事
業
を
追
加
)

0
魚
津
市
税
条
例
の
一
部
改
正

(前

納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
)

O
魚
津
市
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改

正

(
ぶ
ど
う
収
穫
共
済
に
係
る
加

入
者
負
担
共
済
掛
金
の
納
期
限
の

変
更
)

O
市
道
路
線
の
認
定

(
仏
国
8
号
線

な
ど
日
路
線
)

O
市
道
路
線
の
変
更

(
住
吉

・
吉
野

線
な
ど
3
路
線
)

O
土
地
改
良
事
業
計
画

(
小
川
寺
地

内
用
水
路
改
良
と
農
道
舗
装
)

O

平
成

3
年
度
魚
津
市
農
業
共
済
事

業
事
務
費
等
賦
課
金
の
賦
課
単
価

及
び
総
額
に
つ
い
て

(
共
済
事
務

費
等
の
賦
課
の
決
定
)

0
平
成

3
年
度
魚
津
市
農
業
共
済
事

業
農
作
物
共
済

(
水
稲
)
の
無
事



広報うあ、づ (4)

ど
の
住
民
検
診
の
充
実
を
図
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
に
努
め
ま

す
。ま

た
美
化
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方

に
補
助
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
が
、

対
象
を
市
内
全
域
に
拡
大
し
ま
す

0

・

清

掃

費

二

億

二

千

六

百

万

円

ご
み

・
し
尿
収
集
処
理
費
で
す
。

資
源
の
再
利
用
と
ご
み
減
量
問
題
に

つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

平成 3年 4月

働

労

費

勤
労
者
生
活
安
定

資
金
の
活
用
を

勤
労
者
の
た
め
の
融
資
、
中
高
年

齢
者
の
技
能
再
訓
練
補
助
金
、
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど
の
経
費

で
す
。農

林
水
産
業
費

農
林
施
設
の
総
合
的
な

整
備
推
進

-

農

業

費

一

億

二

千

八

百

万

円

農
地
流
動
化
、
転
作
奨
励
補
助
金

な
ど
農
業
振
興
の
た
め
の
諸
施
策
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

・

農

業

土

木

費

五

億

四

千

万

円

農
道

・
か
ん
が
い
排
水
な
ど
の
整

備
に
力
を
入
れ
、
農
業
基
盤
の
整
備

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

・

林

業

費

二

億

二

千

二

百

万

円

林
道
の
改
良

・
舗
装
、
林
業
構
造

改
善
事
業
と
と
も
に
、
造
林
や
山
村

振
興
に
努
め
ま
す
。
緑
化
運
動
を
推

進
し
、
花
と
緑
の
調
和
あ
る
都
市
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

・

水

産

業

費

五

千

八

百

万

円

経
団
漁
港
航
路
整
備
、
仏
国
沖
漁

場
整
備
を
行
い
ま
す
。
イ
ワ
ナ

・
ヤ

マ
メ

・
鮎

・
鮭
な
ど
の
稚
魚
を
放
流

し
、
水
産
資
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

「
さ
か
な
ま
つ
り
」
へ
の
助
成
も
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

商

エ

費

。
一
蜜
気
楼
の
見
え
る

街
。
魚
津
を

P
R

商
工
業
の
振
興

・
地
場
産
業
の
育

成
の
た
め
、
商
業
近
代
化
地
域
計
画

調
査
費

・
テ
ク
ノ
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ホ
ー

ル
(
仮
称
)
調
査
費
を
計
上
し
ま
し

た
。

「
商
工
フ
ェ
ア
」
の
助
成
も
行

い
ま
す
。

ま
た
、
霊
気
楼

・
埋
没
林
を
前
面

に
出
し
魚
津
の
観
光
を
全
国
へ

P
R

し
ま
す
。

「
魚
津
ま
つ
り
」
の
助
成

も
行
い
ま
す
。

土

木

費

川
の
瀬
住
宅
建
設
、
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
を
完
成

-
道
路
橋
り
ょ
う
費

三
億
二
千
六
百
万
円

市
道
の
改
良
舗
装
工
事
費
で
す
。

慶
野
宮
津
線
ほ
か
市
内
一
円
の
道
路

環
境
を
整
備
し
ま
す
。

-

住

宅

費

三

億

五

千

七

百

万

円

川
の
瀬
団
地
に
は
、
六
十
三
年
度

二
十
四
戸

・
元
年
度
十
六
戸
の
市
営

住
宅
を
建
設
し
ま
し
た
。
今
年
度
は

十
六
戸
を
建
設
し
住
宅
団
地
と
し
て

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

・
都
市
計
画
費
十
九
億
八
千
万
円

前
年
度
に
引
き
続
き
、
北
鬼
江
踏

切
立
体
化
事
業
、
魚
津
駅
西
地
区
区

画
整
理
事
業
、
魚
津
駅
前
広
場
修
景

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

魚
津
駅
地

下
道
建
設
は
平
成
五
年
完
成
に
向
け

て
本
格
工
事
に
か
か
り
ま
す
。
北
鬼

江
踏
切

・
魚
津
駅
周
辺
で
は
工
事
の

た
め
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

桃
山
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
が
今

年
十
月
に
完
成
し
ま
す
。
全
天
候
型

ト
ラ

ッ
ク
を
備
え
、
公
式
な
競
技
が

で
き
ま
す
。

消

防

費

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り

初
期
消
火
に
努
め
る

消
防
自
動
車
の
購
入
、
経
団
分
遣

所
の
建
設
、
防
火
水
槽
の
設
置
な
ど

を
行
い

、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

り
ま
す
。教

ョ~
同

費

「
文
化
の
園
」
の
整
備
、

埋
没
林
博
物
館
の
完
成

-
教
育
総
務
費十

七
億
三
千
六
百
万
円

県
と
の
合
併
施
工
に
よ
り
慶
野
地

内
で
新
川
文
化
ホ

l
ル
(
仮
称
)
の

本
体
工
事
に
着
工
し
ま
す
。
本
格
的

戻
し
に
つ
い
て

(
水
稲
の
無
事
戻

し
金
の
交
付
対
象
年
度
、該
当
者
、

金
額
、
期
日
等
を
定
め
る
)

O
平
成

3
年
度
魚
津
市
農
業
共
済
事

業
基
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

(四

百
万
円
の
取
崩
し
)

0
平
成

3
年
度
財
団
法
人
魚
津
市
開

発
公
社
の
事
業
資
金
借
入
れ
に
対

す
る
損
失
補
償

(
十
三
億
二
千
万

円
の
範
囲
内
で
市
が
損
失
補
償
を

行
う
)

0
魚
津
市
公
平
委
員
会
規
約
の
一
部

変
更

(
新
川
育
成
牧
場
の
加
入
)

O
新
川
広
域
圏
事
務
組
合
規
約
の
一

部
変
更

(
各
市
町
で
消
防
特
機
車

の
更
新
が
で
き
る
)

0
魚
津
市
埋
没
林
メ
モ
リ
ア
ル
パ

l

ク
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

(
八
億
八
千
二
百
七
十
一

万
円
)

0
魚
津
市
埋
没
林
メ
モ
リ
ア
ル
パ

l

ク
給
排
水
衛
生
設
備
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

(
一
億
五
百

六
万
円
)

0
魚
津
市
埋
没
林
メ
モ
リ
ア
ル
パ

l

ク
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

(
九
千
二
百
四
十
九

万
四
千
円
)

0
魚
津
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

(
辻
口
佳
枝
き
ん
の
選
任
に
同
意
)

O
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
せ

ん

(
漬
多
善
保
氏
の
推
せ
ん
に
同

意
)



な
音
楽
ホ
ー
ル
ほ
か
学
習
会
議
室
を

備
え
た
施
設
で
す
。
こ
の
ホ

l
ル
を

中
心
に
周
辺
整
備
を
行
い
、
文
化
創

造
の
拠
点
「
文
化
の
園
」
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

平成 3年 4月

-
小
学
校
費

二
億
六
千
五
百
万
円

・
中
学
校
費

二
億
二
千
九
百
万
円

小
中
学
校
児
童
生
徒
の
実
験

・
実

習
費
や
図
書
購
入
費
を
増
額
す
る
と

と
も
に
校
舎
等
の
補
修
に
も
力
を
い

れ
、
教
育
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
西
部
中
学
校
の
大
規
模
改
造

工
事
を
行
い
ま
す
。

・
社
会
教
育
費

九
億
六
千
百
万
円

前
年
度
に
引
き
続
き
埋
没
林
館
整

備
事
業
を
行
い
ま
す
。
来
年
度
四
月

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
今
年
度
は
展

示
棟
の
建
設
、
展
示
物
の
製
作
を
し

ま
す
。

広報うおづ(5) 

-
保
健
体
育
費

一
億

一
千
四
百
万
円

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
竣
工
記
念

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
「
市

民
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
大
会
」
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
は
、
中
国
と

の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

そ

の

他

議

A
Q
冨

費

市
の
意
志
決
定
機
関
で
あ
る
市
議

会
の
円
滑
な
運
営
を
図
り
ま
す
。

公

債

費

こ
れ
ま
で
市
が
建
設
事
業
の
た
め

に
国
や
県
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た
借

金
の
返
済
金
で
す
。

一
般
会
計
に
お

け
る
平
成
二
年
度
末
の
残
高
は
、
約

九
十
四
億
七
千
万
円
に
な
る
見
込
で

す
。

特

A
S
A
 

計

jJlJ 

。
下
水
道
事
業
会
計

二
十
九
億
四
千
七
百
万
円

今
年
度
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
、

十
月
一
日
一
部
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

下
水
道
は
、
川
や
海
の
水
を
き
れ
い

に
快
適
な
住
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

処
分
区
域
内
の
方
は
、
早
め
に
下
水

道
へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
一
層
広
く
下
水
道
が
利
用

で
き
る
よ
う
、
管
渠
の
布
設
工
事
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

。
農
業
集
落
排
水
事
業

九
千
五
百
万
円

農
村
部
に
お
け
る
下
水
道
事
業
で

す
。
市
街
部
の
公
共
下
水
道
事
業
と

並
行
し
て
農
村
に
お
け
る
下
水
道
事

業
を
進
め
ま
す
。
初
年
度
と
し
て
東

城
地
区
か
ら
始
め
ま
す
。

。
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

二
十
四
億
四
百
万
円

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
の
医
療
費
で
す
。
医
療
費
は
毎
年

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

乱
診
乱
療
は
結
局
税
負
担
の
増
加
に

つ
な
が
り
ま
す
。
日
頃
の
健
康
管
理

に
気
を
つ
け
て
健
や
か
な
毎
日
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

。
老
人
保
健
医
療
事
業
会
計

三
十
五
億
九
千
七
百
万
円

お
と
し
よ
り
の
健
康
維
持
を
願
い
、

安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

。
農
業
共
済
事
業
会
計

一
億
四
百
万
円

米

・
麦

・
大
豆

・
果
樹

・
園
芸
施

設
及
び
家
畜
な
ど
が
被
害
に
あ
っ
た

と
き
の
た
め
の
共
済
の
事
業
で
す
。

。
水
族
館
事
業
会
計

一
億
八
千
三
百
万
円

ア
ザ
ラ
シ

・
ペ
ン
ギ
ン
プ
ー
ル
の

完
成
に
と
も
な
い
、
ペ
ン
ギ
ン
展
等

企
画
展
示
を
充
実
し
ま
す
。
皆
き
ん

の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い
て

は
、
水
道
事
業
の
推
持
管
理
費

・
受

託
工
事
費

・
減
価
償
却
費

・
支
払
利

息
な
ど
を
積
算
し
、
資
本
的
収
入
及

び
支
出
に
お
い
て
は
、
建
設
改
良
費
・

企
業
債
償
還
金
を
計
上
し
た
も
の
で

す
。
な
お
、
建
設
改
良
事
業
の
主
な

も
の
は
、
三
ケ
地
区

・
中
央
通
り
及

び
国
道
8
号
バ
イ
パ
ス
の
配
水
管
布

設
工
事
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

水
道
局
で
は
、

4
月
1
日
以
降
検

針
分
か
ら
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用

料
(
現
在
使
用
し
て
い
る
方
の
み
)

の
納
付
書
を
変
更
い
た
し
ま
す
。
従

来
、
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
は

別
個
に
納
付
書
を
発
行
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
後
は
一
枚
の
納
付
書
で

も
っ
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

次
に
、
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
り

納
付
し
て
い
た
だ
く
方
の
振
替
日
を
、

検
針
月
の
翌
月
詑
日
か
ら
翌
月
刊
日

に
変
更
い
た
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

く
わ
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
水

道
局
(
内
線
1
5
1
・
1
5
2
)

= 水道事業会計予算 =

勘定 名 3年度 2年度 前年対比

千円 千円 % 

収益的収入 収入 610，538 554，489 110.1 

及び支出
支出 610，538 554，489 110.1 

資本的収入 収入 150，436 150，437 100.0 

及び支出 支出 248，458 242，200 102.6 
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広報うあ、づ平成 3年 4月

-
全

m
m

・6
人
乗
り
ゴ
ン
ド
ラ
初
台

周

目

分

・
大
人
肌
円
小
人
制
円

OC:::I 

rc司

※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
期
間
中

は
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

春の魚津 尼ち~<ジ'~~~γγ七三\ .....}.，.;;.ι.;.;._:.;二:二二~;iif白
水族館 -マ君ぷ!台之.'滞νν:~::.~' イイ三?バ壬心4戸ぷμJ主i叙務夜? 

=一中部地方動物園、水族館:::'f:P:;'~~

写生コンクール参加=ー

4月 7日(日)-20日出まで

(午前9時~午後4時)

題魚津水族館内の動物、水族

館 -ミラージュランド風景

0参加資格保育 ・幼稚園児及び小中学

校児童 ・生徒

・特選32点

(中部地方コ ンクールに参加)

.入選80点

限 5月1日附までに水族館へ

提出してください

0その他画材用具 (油絵は除く )は

各自持参。画用紙は写生当日

水族館で‘お渡しします。

※参加児童 ・生徒の入館料は無料。参加

者には魚津水族館絵はがきセット進呈。

間

o賞

o画

0期

0期

ペ
ン
ギ
ン
島
新
築
記
念
特
別
展

世
界
の
ペ
ン
ギ
ン
写
真
展

地
球
上
に
す
む
同
種
す

べ
て
の
ペ
ン
ギ
ン
の
か
わ

い
い
写
真
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

O
期
間

4
月

1
日
(
月
)

1
6
月
日
日
(
月
)

O
場

所

水

族

館

3
階
特

設
会
場

o
主
な
展
示
物

.
写
真
四
種

・
卵

・
分
布
図

な
ど
。

名
誉
市
民
の
故
川
原
田
政
太
郎
き

ん
を
ヒ
ン
ト
に
制
作
さ
れ
た

N
H
K

テ
レ
ビ
小
説
「
凄
凄
と
」
は
、
昨
年

4
月
か
ら

9
月
ま
で
半
年
間
に
わ
た

り
放
映
さ
れ
、
話
題
を
呼
ん
だ
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

「
漣
濠
と
」
の
舞
台
が
魚
津
と
い

う
こ
と
で
、
ロ
ケ
も

2
回
に
わ
た
り

行
わ
れ
、
「
霊
気
楼
の
見
え
る
街
」

を
全
国
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
放
映
を
記
念
し
、
ま
た

川
原
田
先
生
の
業
績
も
残
し
て
お
こ

う
と
、
こ
の
た
び
民
俗
資
料
館
の
中

に
お
な
じ
み
の

「
小
紋
研
究
所
」
の

ス
タ
ジ
オ
セ

ッ
ト
を
常
設
展
示
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
小
紋
研
究
所
の
ス
タ
ジ

オ
セ

ッ
ト
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

た
も
の
で
「
幸
吉
」
や
「
憂
」
「
銀

造
」

の
部
屋
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
セ

ッ
ト
の
ほ
か
、
ロ

ケ
写
真
、
撮
影
関
連
資
料
や
、
川
原

田
先
生
の
発
明
品
な
ど
も
併
せ
て
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
俗
資
料
館
は
、

4
月

1
日
か
ら

開
館
さ
れ
て
お
り
、
開
館
時
間
は
、

午
前

9
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で
で
、

日
月
初
日
ま
で
無
休
で
す
。



守

4
w
p島
町
(
E
W
)

膨
42
4
2
2
-Z
警

#
融
収
1
l
b隊
隊
形
作

l
ι臨
隊
R

l
k
院
修
作
l
L
陸
路
m
r除
隊
隊
医

l
弘陸路将一
liι防
防
隊
協
何
十l

陸路陥
M
74

川護
修
理

♂議
後活
mv

県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

hw 

マ
投
票
時
間

午
前

7
時
か
ら
午
後

6
時

マ
投
票
所
の
変
更

魚
津
第

3
投
票
区
は
、
大
町
幼
稚

園
か
ら
大
町
小
学
校
に
変
わ
り
ま
す
。

旧
加
積
第
2
投
票
区
の
一
部
(
吉

島

8
区
、
高
校
前
住
宅
区
)
と
旧
道

下
第
2
投
票
区
の
一
部
(
北
鬼
江

1

区
、
釈
迦
堂
区
、
高
畠
区
)
は
、

加

積
第

3
投
票
区
と
し
て
、

東
部
中
学

校
に
変
わ
り
ま
す
。

※
選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

8
2
1
2
2
0
0
内
線
2

3
1

，"'1 

みんなで行こう明るい選挙

~~前納報奨金制度
1..~荷量 廃止になります

「固定資産税」、「市、県民税」において、全

期前納の場合、前納報奨金を交付していまし

たが、平成 3年度納付分からこの前納報奨金

制度が廃止されます。

口座振替利用し 、前納されている方て¥期

別納付に変更を希望される方は、 5月15日ま

でに税務課までご連絡ください

市役所税務課庶務係宮22-2200

固定資産税第 1期の

納期は5月31日です
平成 3年度は 、固定資産税の 3年に 1度の

評価替えの年であり 、税法改正などが行われ

ます。

そのため納税通知書は 通常より 1か月遅

れ 5月中旬に発送、第 l期の納期限は、 5月

31日となります。

内f恭131

平成 3年 4月広報うおづ(7) 

都
市
計
画
事
業
魚
津
駅
西
地
区

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

選
挙
の
期
日
決
ま
る
/
.

本
年
の
6
月
お
日
を
も
っ
て
、
任

期
満
了
す
る
審
議
会
委
員
の
選
挙
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

公

告

日

3
月
初
日
(
水
)

選
挙
期
日

6
月
同
日
(
日
)

O
委

員

の

定

数

叩

名

選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
委
員

・
土
地
所
有
権
者

7
名

・
借
地
権
者

1
名

市
長
が
学
識
経
験
者
か
ら
選
任
す

る

委

員

2

名

O
委

員

の

任

期

5

年

O
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
期
間

・
時
間

4
月
口
日
(
水

)
i
4
月
初
日
(
火
)

午
前
8
時
初
分

i
午
後
5
時

O
縦
覧
場
所
市
都
市
計
画
課

O
届
出

相
続
人
代
表
者
指
定
届

(
土
地
所

有
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
)

共
有
者
代
表
指
定
届

(土
地
を
複

数
で
共
有
し
て
い
る
場
合
)

選
挙
権
行
使
指
定
届

(法
人
の
場

ム
ロ
)

※
こ
の

3
つ
の
届
出
は
、
必
ず
、
縦

覧
期
間
中
に
し
て
く
だ
さ
い
。

借
地
権
者
の
届
出

(昭
和
臼
年
4

月
刊
日
以
降
に
新
た
に
借
地
権
者

に
な
ら
れ
た
方
、
又
は
、
借
地
権

者
が
変
更
に
な
っ
た
方
)

※
こ
の
届
出
は
、
八
ム
告
の
日
か
ら
4

月
9
日
(
火
)
ま
で
し
て
く
だ
さ
い
。

立
候
補
の
届
出

※
こ
の
届
出
は
、

5
月
日
日
(土
)
か

ら
5
月
初
日
(
月
)
ま
で
し
て
く
だ

去』い
。

O
詳
し
く
は
、
市
都
市
計
画
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
②
2
2
0
0

内
線
3
4
3

土地取引には

届け出が必要です

-4月は土地月間一
一定面積以上の土地について

売買などの取引をする場合は事

前に届出が必要です。届出は契

約の 6週間前までにしましょう 。

届出に必要な土地(魚津市内)

.都市計画区域

5000m'以上

・都市計画区域以外の区域

lOOOOm'以上

くわしくは、 富山県県民生活

課土地対策係または魚津市開発

課へおたずねください。

換.~:.:.

r)llの瀬団地分譲地

残り35区画J

申し込みは、お早めに.グ

〈施
設
の
概
要
〉

・
上
水
道
:・
魚
津
市
上
水
道

・
下
水
道
:
・
魚
津
市
公
共
下
水
道

-
ガ
ス
:
:
:
L
P

G
集
中
管
理
方
式

.
テ
レ
ビ
・:
共
同
受
信
方
式

(
維
持
管
理
費
負
担
あ
り
)

・
道
路
:
:
:
巾
6
m
l
9
m

ご
部
歩
道
あ
り
)

※
な
お
、
建
築
協
定
に
よ
る
建
築
規

制
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

闘
魚
津
市
開
発
公
社
(
市
役
所
開
発

課
内
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

宮
②
2
2
0
0

内
線
3

7
1

、1、
.ゆずります

じ〉ベ ッ ド c>ベ ッ ド(電動式)

c>ヘル メッ ト(黒色5，000円)

c>シート車庫(ノ〈イク 1台、

自転半 1台、子供用自転車

lf:入る大きさ ) c>温水

洗じよう器 じ〉電気ストー

7" c>足払よ器主

4・もとめます

c>ノ fソコン (NEC PC 8801) 

c>ワープロ(カシオ)

じ〉ベビーカ- c>ミシン

※申し込み、問い合わせは市役

所総務課行政係 内線221



広報うあ、づ

勤
労
青
少
年
本
l
ム
で

島

F
緩

仲
間
作
り
を

:
 

4
Gし
て
み
ま
せ
ん
か

魚津市火の宮町

1番19号

岱 22-4330

(8) 平成 3年 4月

教養教室・サークルメンバー募集/

教室 ・講師 H程日 I時 問 受講料

学十 毛足 水 18:00-20:00 3，300円
浜多夏子先生 木 18 : 30 -20 : 30 (材料 費 込)

生花(池坊) ト去
3，000円一

17 :00-20:0。 4イ，℃000同) 野田はつ枝先生 C T!:乙~

抹泉茶(裏j畳千子家先)生 月 18 : 00 -21 : 00 2菓，000 円
(茶代込)

高!!!J.茶森(皇知風音礼先式生) 71く 18 :00-21 :00 2菓，000円
(茶代込)

ヲ高¥'3i物山着す付み子先生 金 19 : 00 -21 : 00 1，300 円

手!処村 初編音 先 生 火 18 : 30 -21 : 00 l和，0十00日FE|ll 
(材質 )

青少年ホーム祭

就
学
で
お
困
り
の
方

援
助
し
ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小

・
中
学
校
児
童
生
徒
の
う
ち
、
経
済
的
理
由
で

就
学
に
お
困
り
の
方
に
対
し
、
学
校
で
必
要
な
学
用
品
費
、
給
食
費
な
ど
を

媛
助
し
て
お
り
ま
す
。

サークル名 H程日 H寺 間

手 青i5rたん ~r Lf J J 月 19 :00-21 :00 

社 交 ダンス 「しるえ っと」 71く 19 : 30 -21 : 00 

ズ ム 体 1* 土 19 : 00 -20 : 30 

'Ii王子守楽 「ふおー くぎた一」
|姐rE X I TJ 19 : 00 -21 : 00 「セjレフイ y シユ」 時

「ジ 守' ズ」

*'シ:~恥 画 「求 美 会」 木 19 : 30 -21 : 00 

月
スポーツクラブ 「アームズ」 7.k 18: 00-20: 30 

金

ビ ーチノ〈レー他 7]< 18 : 00 -20 : 30 

テニスサークル「どん・き・ほーて」 火 19: 00-21: 00 

平成3年 度

富山県青年・婦人

海外派遣団員募集
魚津市教育委員会社会教育課

ft22-2200 内線441へ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
市
内
在
住
及
び
市
内
に
勤
務
す
る
ぬ
歳
以
下
の

皆
さ
ん
が
、
教
養
を
深
め
た
り
自
主
的
な
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
う
た
め
の
施

設
で
す
。
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。ま

た
、
ホ
ー
ム
で
は
、
パ

ス
ハ
イ
ク
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ィ
な
ど
、
毎
月
楽
し
い
行

事
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

マ
開
館
時
間
午
後
一
時

か
ら
午
後
九
時
ま
で

マ
休
館
日
日
曜
日

・
祝

日

・
年
末
年
始

マ
使
用
料
無
料
(
教
養

教
室
は
受
講
料

・
友

の
会
の
会
費
が
必
要
)

V
対
象
と
な
る
方

。
前
年

4
月
以
降
に
生
活
保
護
の
廃
止

ま
た
は
停
止
と
な
っ
た
方

。
市
町
村
民
税
の
非
課
税
世
帯

。
児
童
扶
養
手
当
法
第

4
条
に
基
づ
く

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

。
そ
の
他
、
収
入
の
程
度
か
ら
み
て
援

助
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

V
援
助
を
受
け
ら
れ
る
費
用

学
用
品
、
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
、

校
外
活
動
費
、
遠
距
離
通
学
費
、
医
療

第
引
回
青
年
海
外
派
遣

①

派

遣

国

ソ

連

・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

②

期

間

平

成

3
年
叩
月

1
日(火
)
l
m

月
日
日
(
日
)
の
日
日
間

③
人
員
一
般
部
門
約
必
名

農
業
部
門
約
同
名

④
募
集
期
間

4
月
ロ
日
(
念
ま
で

⑤
負
担
金
約
幻
万
円

⑥
年
齢
要
件

一
般
青
年
初
歳

l
初
歳

農
業
青
年
初
歳
l
お
歳

農
業
学
生
最
高
学
年
に
在
学
す
る
者

費
(
う
歯
、
ト
ラ

コ
ー
マ
及
び
結
膜

炎
、中
耳
炎
な
ど
の
学
校
病
に
限
る
。)

V
申
請
の
手
続
き

申
請
書
に
必
要
な
事
項
毛
記
入
し

て
、
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

今
ま
で
援
助
を
受
け
て
い
る
方
で
、

引
続
き
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、

再
度
、
必
ず
申
請
の
手
続
き
を
お
取

り
く
だ
さ
い
。

(
申
請
書
は
、
学
校

及
び
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
に
あ

り
ま
す
。
)

V
申
請
の
受
付
期
間

4
月

4
日
(
木

)
1
4
月
日
日
(
火

V
間
合
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

2
n

ー

2
2
0
0
内
線

4

3
1

第
日
回
婦
人
海
外
派
遣

ソ
連

・
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン

平
成

3
年
刊
月

1
日
(
火
)

l
m
月
日
日
(
臼
)
の
日
日
間

③
人

員

約

初

名

④
募
集
期
間

4
月
ロ
日
金
ま
で

⑤
負
担
金

約
幻
万
円

⑥
年
齢
要
件

・
ぬ
歳

i
日
歳

・
日
歳

l
ω
歳
で
地
域
活
動
が

顕
著
な
者

①
派
遣
国

②
期
間



平成 3年 4月(9) 

スコ見学実施日コース名

0
申
込
方
法

電
話
、
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

マ
個
人

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

希
望
コ
ー
ス
、
実
施
日

マ
団
体

団
体
名
、
代
表
者
の
住
所
、
氏
名

電
話
番
号
、
参
加
人
数
、
希
望
コ

ー
ス
、
実
施
日

7月4日調和ある住みよいまち

コース (Aコース)

8月29日一般対象定員25名

市役所一一健康センタ一一一石川製麺一一桃

山運動公園 (野球場、陸上競技場)一一水族館

一一職業訓練センタ一一一西部企業団地造成
5月28日明日を築く豊かなまち

コース (8コース)
地一一西部清掃センタ一一一スギノマシ ン一

一天神山城駈(歴史民俗資料館、吉田記念館)一
10月 2日一般 対象定員25名

O
申
込
先

魚
津
市
釈
迦
堂

l
i
m
-
-

魚
津
市
役
所
企
画
広
報
室

E
n
l
2
2
0
0
内
線
削

※
受
付
順
に
よ
り
取
扱
い
ま
す
。

O
そ
の
他

・
参
加
料
は
無
料
で
す
。

・
昼
食
、
お
茶
な
ど
は
各
自
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

-)11の瀬団地一一市役所

一般 対象定員25名

市役所一一埋没林メモリアルパーク建設地(屡

気楼展望地点)一一一万灯台一一託法寺一一石

の門一一一角)11ダム一一松倉城祉一一西部清掃

センタ一一一水族館(万葉歌碑)一一洗足学園

魚津短期大学一一ー天神山城祉(歴史民俗資料

館，吉田記念館)一一大沢地鎮杉一一市役所

6月13日

9月19日

文化の香り高いまちコ

ース (Cコース)

市役所一一大徳寺一一)11の瀬団地一一天神山

城祉(歴史民俗資料館、吉田記念館)一一西部

清掃センタ一一一水族館一一ミラージュ・ラ

ンド一一消防署一一市役所

8月19日

ふれあい親子コース

(0コース)

親子対象 定員40名

(20組)

県
政
パ

ス
教
室

O

コ
l
ス
及
び
運
行
日

(
一
般
県
民
)

-
A
コ
ー
ス

9
月

4
・
お
日
、
叩
月
お
日

・B
コ

l
ス

5
月
却
日
、

6
月
初
日
、

7
月
刊
日

・C
コ
i
ス

5
月
刊
日
、

6
月

5
日
、
日
月
日
日

・D
コ
l

ス

6
月
ロ
日
、

9
月
日
日
、
日
月
日
日

・
E
コ
ー
ス

6
月
1
日
、
日
月
日
日

・
森
林
浴
コ

l
ス

5
月
辺
日

・
福
祉
ふ
れ
あ
い
コ

l
ス

9
月
同
日

・
テ
ク
ノ
コ

l
ス

6

月
比
日

・
特
産
キ
ト
キ
ト
コ
l
ス

8
月
初
日

.
交
通
安
全
こ
と
ぶ
き
コ
ー
ス

6
月
初
日

・
文
化
コ

l
ス

7
月
刊
日

-
暮
ら
し
と
環
境
を
考
え
る
コ
l

ス

叩
月
白
日

-
食
品
健
康
コ

l
ス

叩

月

1
日

(

親

子

)

・
い
き
い
き
親
子
コ

l
ス

7
月
訂
日
、

8
月
2
・
8
日

.
水
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
l

ス

7
月
鈎
日
、

8
月
8
日

・
健
康
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

l
ス

8
月
刊
日

0
申
込
方
法
(
間
合
先
)

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
、
コ

l
ス
と
希
望
日
(
第
1
・
2
)

を
書
き
、
魚
津
市
新
宿

m
l
7魚
津

総
合
庁
舎
内
県
民
相
談
室
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

E
μ
|
5
3
1
1

0
参
加
料

無
料
(
た
だ
し
、
入
館

料
な
ど
の
実
費
は
各
自
負
担
)

昼
食
、
お
茶
は
持
参
。

人ってこんなに

第 1回

ヲャパコエキスポ富山'92

おもしろい/

広報うおづ

““  2也、虫色一基A ず L ーや田舎並'L;:平合
血jo:::J二日口口~.~ ..，￥I --j亡恒島町".島抱r ， 、でZ ヨ訳F三~
】 母 @ーζltxJmmxxx潟、.¥:... "); 刊号・."，.~幌グ、ムソ)(~xヲ匂YJV貫一三

市の公共施設、文化財、企業へご案内します
魚津市を見つめ直すよい機会で

す。

市民のみなさんの参加をお待ち

しています。

市役所一一シルバ一人材センタ一一一一健康セ

ンタ一一一浄化センタ一一一盛気楼ロードー

-JIIの瀬団地一一天神山城祉 (歴史民俗資料

館、 吉田記念館)一一横枕浄配水場一一桃山

運動公園 (野球場、陸上競技場)一一一西部清

掃センタ一一一消防署一一市役所

平成4年7月10日-9月27日 80日間
県民公園大闇山ランド(富山県小杉町)

会期

会場
JET'92 



(10) 

健
康
や
医
療
費
に
つ
い
て
の
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で

す
。
年
6
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。
個
人
負
担
は
無
料
で
す
。

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
淘
で
あ
な
た

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

広報うあ、づ

医

療

費

通

知

平成 3年 4月

魚
津
市
国
保
で
は
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
も
次
の
よ
う
な
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問

3旨
、宮固と

守

訪

成
人
病
ド
ッ
ク

い
し
ま
す
。

市
が
委
嘱
し
た
保
健
指
導
員
1
名

が
必
要
と
認
め
た
家
庭
を
訪
問
し
て

保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ド
ッ
ク

対
象
者
は
初
歳
か
ら

ω歳
ま
で
の

方
で
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
人
。

こ
ち
ら
か
ら
お
届
け
す
る
調
査
察

個
人
負
担
は
七
、
二

O
O円
を
予
定
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
回
収
し
て

し
て
い
ま
す
。
人
数
に
制
限
が
あ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
診
断
す
る
も
の
広
報
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
行
事
な
ど

ま
す
の
で
、
申
込
み
は
早
目
に
お
願
で
、
二
疋
の
年
齢
の
方
を
考
え
て
い
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

可

1
1
1
j
j
j
i
-
-
4
1
4
4
4
4
4
4
4
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4
4

孟
閉
山
毘

し
っ
こ
い
胸
や
け
は
喝

7y

一

げ

………い
い
…………

ω

鋪
問
、

d
ψ・一ム
J
f
/

一

謹

一一…一

欝

…ω

原

因

究

明

を

す

J
二

¥

[

一

て

い

な

;

ぞ

お

ち

。

の

部

か

片

そ

う

心

配

す

る

こ

二

、

役

ヴ

4
1金二

一
位
が
熱
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ト
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一
胸
や
け
。
以
前
は
胃
酸
過
多
に
よ
レ
ス
も
胸
や
け
に
影
響
し

:

〆

l
i
¥

千

一

っ

て

起

こ

る

も

の

と

考

え

ら

れ

て

ま

す

か

ら

、

心

配

し

す

ぎ

一

一
い
ま
し
た
が
、
研
究
が
進
む
に
つ
る
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
っ
す
病
気
と
し
て
は
胃
炎
、
胃

・
十
一

一
れ
胃
酸
過
多
の
と
き
だ
け
で
な
く
こ
い
胸
や
け
は
気
持
ち
が
悪
い
も
の
二
指
腸
か
い
よ
う
、
食
道
炎
、
胆
一

一
逆
に
酸
度
が
低
く
て
も
起
こ
る
こ
で
す
し
、
病
気
が
原
因
か
も
し
れ
ま
石
、
胃
の
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
が
あ
り
、
一

十
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。

せ
ん
。

検
査
で
診
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
一

一
単
な
る
胸
や
け
は
、
サ

ツ

マ

イ

胃

酸

や

重

曹

な

ど

を

飲

ん

で

、

そ

す

。

一

一
モ
や
天
よ
ら
な
ど
を
た
く
さ
ん
食
の
場
し
の
ぎ
を
し
て
い
る
だ
け
で
な
ま
た
太
り
す
ぎ
の
人
は
胸
や
け
一

一
べ
た
と
き
に
も
起
こ
り
ま
す
し
、
く
、
原
因
を
し

っ
か
り
調
べ
て
も
ら
を
起
こ
し
ゃ
す
い
の
で
、
成
人
病
一

一
が
ん
な
ど
重
大
な
病
気
の
前
ぶ
れ
い
、
そ
れ
に
合

っ
た
治
療
を
受
け
る
予
防
の
た
め
に
も
、
減
食
や
運
動
一

一
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
こ
と
が
大
切
で
す
。
胸
や
け
を
起
こ
で
体
重
を
落
し
て
く
だ
さ
い
。
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そ

の

他

こ
ん
な
と
き
に
は
届
け
出
を

!

日
日
以
内
に

|今
月
は
、
入
学
、
卒
業
、
就

職
、
退
職
な
ど
で
異
動
の
多
い

月
で
す
。

こ
れ
に
伴
っ
て
国
保

の
資
格
の
異
動
も
発
生
し
ま
す

が
、
つ
い
う
っ
か
り
し
て
届
け

出
を
忘
れ
て
し
ま

っ
て
、
あ
と

で
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
国
保
の
資
格

の
異
動
が
あ
れ
ば
世
帯
主
は
、

凶
日
以
内
に
届
け
出
を
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

そ の 他 国保をやめるとき 国保に入るとき

証長 市修 れ保 変住 〈退 と退 死 つ生き他
他市区

子 と生 他
た止き他市区が期旅区学て険 わ所 な職 き職 亡 た活 の ど き活 の

11 町の 使証 つ 、

たとさつ揮制者医度 軍制者医度

し と保
健康保

も 保
康健保し行村た えを た世 た き護

町村
が

護を
町 ー

いな にめ なな
きと 帯主 と を 生 村 ん

とど 下 < < き A Jι 険 "'" ま -jι . 険 力、
なきで

宿す子ど
なし け れ ft を ら

~Ij った 氏 る
出し

た な や 転 と

個 るも たり 名 該 該 人 と め 入 き
のとが と な 当 当 と した き なた し
保き他 きょ ど し し たと っ と て
険の

_， 
がな た な とき たき 来、-

~n 印 険印 ~n ~n 印 明印 決印 証印 ~n 手印 書印 ~n ~n 
台、 台、 証か 台、 台、 七、 すか 定か かか 帳か かか カミ

ん ん 、ん ん ん ん るん 通ん んん ん んん ん
身、 も

知書保

、、 、、

持参す保
保証険

分使
保険

保

年証書金
の保険

保国と 保証険
保険 保 健 転

証険 をえ 険
証険

証 謹廃止
保

証出証な 証 証 証 の る
在 明〈

健保
離

書明
も

品証十4 すな 死 保

瞳康母子 定通知決
証脱

の
るつ

保証険
亡 護 の

明 もた を
始開

保
書明

書 の保 証 険
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出
生
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す
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第
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の
出
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児
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¥

市
で
は
、
人
口
の
増
加
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成

3
年

4
月
1
日
以
降
に
生
ま
れ

た
第

3
子
以
降
の
出
生
児
の
父
文
は
母
に
、

2
万
円
の
出
生
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す
。

〔
支
給
要
件
〕

魚
津
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

父
ま
た
は
母
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
者
に
支
給
し
ま
す
。

ω
魚
津
市
に
居
住
す
る
者

ω
第

3
子
以
降
の
出
生
児
及
び
そ

の
他

の
子
を
扶
養
し
、
こ
れ
と
同

一
生
計
の
者

〔
支
給
額
〕

第

3
子
以
降
の
出
生
児
1
人
に
つ

き

ニ

O
、0
0
0
円

〔
手
続
き
〕

平成 3年 4片

市
民
課
窓
口
で
出
生
届
を
提
出
さ

れ
た
あ
と
、
交
付
さ
れ
る
支
給
申
請

書
に
必
要
事
項
を
-記
入
し
、
社
会
福

祉
課
で
祝
い
金
を
受
領
し
て
く
だ
さ

※
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
婦
人
児

童
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

g
n
|
2
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線
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福
祉
タ
ク
シ
ー

F

券
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福

祉

給

油

券

一を

交
付
し
ま
す

ー
、
交
付
対
象
者

①
肢
体
不
自
由
者
の
う
ち
、
下
肢

又
は
体
幹
の

1
1

2
級
の
手
帳

所
有
者

②
視
覚
障
害
者
で

1
1
2
級
の
手

帳
所
有
者

③
療
育
手
帳

A
の
所
有
者

2
、
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳

③
車
検
証

(福
祉
給
油
券
の
み

)

3
、
申
請
受
付

4
月

8
日
(
月
)
か
ら

4
、
問
合
せ
先
社
会
福
祉
課
福
祉
係

内
線

1
2
6

無
料
入
浴
券
を
交
付
し
ま
す

河
歳
以
上
の
高
齢
者
に

高
齢
者
(
叩
歳
以
上
)
の
健
康
づ

く
り
や
心
身
機
能
の
維
持
向
上
の
た

め
、
無
料
入
浴
券
を
交
付
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ

対

象

者

向

歳

以

上

の

方

(

平

成

3
年
4
月
1
日
現
在
)

マ
利
用
施
設
市
内
公
衆
浴
場
ほ
か

マ
交
付
枚
数
一
人
年
間

4
枚

マ
配
布
方
法

4
月
下
旬
に
地
区
民

生
委
員
児
童
委
員
を
通
じ
て
配

布
し
ま
す
。

マ
問
合
せ
先
社
会
福
祉
課
福
祉
係

g
n
|
2
2
0
0
内
線

1
2
1

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

4
月
1
日
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の

金
額
が
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
の
受
給
者
は
年
々
増
え

て
お
り
、
ま
た
、
物
価
の
上
昇
に
併

せ
て
年
金
額
も
毎
年
増
額
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
伴

っ
て
、
毎
年
保
険

料
が
改
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

平
成

3
年

4
月
か
ら
、
保
険
料
は

月
額
九
千
円
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
付
加
保
険

料
は
月
額
四
百
円
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
と
っ
た
ら

年
金
証
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

支
払
日

4
月
日
日
(
木
)

4
月
は
、
国
民
年
金
老
齢
福
祉
年

金
の
支
払
月
で
す
。
支
払
日
は
、

4

月
日
日
に
な
り
ま
す
。
証
書
に
-
記
入

し
て
あ
る
郵
便
局
で
、
忘
れ
ず
に
受

け
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
年
か
ら
は
、
年
金
支
払
額
の
改

正
分
(
差
額
分
)
も
含
め
て
記
入
す

る
た
め

4
月
に
も
証
書
を
一
時
お
預

り
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

年
金
を
受
け
と
ら
れ
た
ら
、
郵
便

局
へ
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
保
管
証
を
お
渡
し
い
た

し
ま
す
。

保
管
証
は
、
後
日
証
書
を
お
返
し

す
る
と
き
に
引
換
え
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

学
生
の
み
な
さ
ん

国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

平
成

3
年

4
月

1
日
よ
り
、
初
歳

以
上
の
学
生
全
員
が
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第

4
回
全
国
健
康
福
祉
祭
い
わ
て
大
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

マ

参

加

費

旅

費

、
宿
泊
費
等

の
半
額
を
補
助
し
ま
す
。

マ
申
し
込
み
、
問
合
せ
先

側
富
山
県
い
き
い
き
長
寿
財
団

宮

(
0
7
6
4
)
詑

1
6
0
1
0

マ

大

会

会

場

岩

手

県

マ
大
会
期
間

9
月
幻
日

i

M
日

マ

参

加

者

ω歳
以
上

マ

種

目

卓

球

、
テ
ニ
ス
、
ゲ

ー
ト
ボ
l

ル
、
弓
道
、
囲
碁
ほ
か



(12) 広報うおづ平成 3年 4月

大きくなって帰ってきてね。サケの稚魚放流
3月 17日、小雨の降る中、市内を流れる鴨川て寸:句 2万匹のサ

ケの稚魚の放流が行われました。これは、「鴨川にもサケを呼ぶ

会」が中心となって 毎 年 行 っ て い る も の で す 。

昨年11月には 、24匹のそ上や産卵床も確認されました。

会が行った放流は今回で 5回目。参加した児童(大町、村木、

本 江小学校約200人)は、自分たちの放流したサケが再び鴨川 に

戻ってくることを祈 りながら稚魚を放って いました。

こばと児童センターまつり

3月17日、こばと児童センターでセンター祭

りが聞かれました。

どんどん焼さ、みそコンニャク、ポップコー

ンなどの食べ物コーナ一、ヨーヨ一作りなどの

工作コーナ一、ゲームコーナーなどがあり 、た

くさんの親子でにぎわっていました。

• • • • • • • • • 

川お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
の
……

思
い
出
を
胸
に
必

3
月
6
日
、
本
江
小
学
校
で
は
卒

業
生
を
送
る
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

-
年
生
か
ら

5
年
生
ま
で

の
児
童

が
、
こ
の
日
ま
で
一
生
懸
命
練
習
し

て
き
た
出
し
物
を
卒
業
生
の
前
で
披

露
し
ま
し
た
。

卒
業
生
は
、
下
級
生
が
演
じ
る
劇

や
歌
に
笑
い
と
拍
手
を
送
り
な
が
ら

そ
の
姿
に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

3
月
日
日
、
道
下
保
育
園
で
も
お

わ
か
れ
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

歌
や
劇
に
は
、
今
ま
で
や
さ
し
く

し
て
く
れ
た
年
長
の
お
兄
さ
ん
や
お

姉
さ
ん
に

「
あ
り
が
と
う
」
「
小
学
校

へ
入
学
し
て
も
遊
ん
で
く
だ
さ
い

」

と
い

っ
た
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

均
一議
簿
一億
碑
ぬ

ce--・2
⑨

社
会
問
題
研
究
、
労
働
運
動
、
社
会
福
祉
の
先
覚
者

横
山
源
之
助
の
顕
彰
碑

横
山
源
之
助
氏
は
、
明
治
4
年
金

屋
町
に
左
官
職
人
横
山
伝
兵
衛
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

(
実
の
父
母

が
わ
か
ら
な
い
養
子
で
あ
っ
た
。)

魚
津
明
理
小
学
校
を
卒
業
後
、
醤

油
問
屋
に
奉
公
し
な
が
ら
独
学
し
て

明
治
団
年
富
山
中
学
の
第
一
期
生
と

し
て
入
学
。
そ
の
後
上
京
し
て
英
吉

利
法
律
学
校
(
現
中
央
大
学
)
へ
入
学

し
て
弁
護
士
に
な
ろ
う
と
志
し
た
が

数
度
の
弁
護
士
試
験
に
失
敗
し
断
念

し
た
。

横
浜
毎
日
新
聞
の
記
者
と
な
っ
た

氏
は
、
過
酷
な
労
働
に
あ
え
ぐ
労
働

者
や
小
作
人
な
ど
の
下
層
社
会
の
記

録
を
書
き
、
当
時
の
悲
惨
な
労
働
状

況
や
生
活
を
世
に
訴
え
た
。

明
治
犯
年
、
氏
が
お
歳
の
と
き
著

⑧

⑩

 
所
在
地
新
金
屋
公
圏
内

昭
和
犯
年
叩
月
建
立
(
新
し
い
も

の
は
昭
和
臼
年
1
月
に
建
立
さ
れ
た
)

書
「
日
本
之
下
層
社
会
」
を
世
に
出
し

た
。
明
治
時
代
の
下
積
み
の
人
た

ち
の
生
活
状
態
を
明
ら
か
に
し
研
究

し
た
も
の
と
し
て
、
今
な
お
日
本
経

済
界
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

⑨

⑧

 

⑩
 



北
斎
の
「
甲
州
三
坂
水
面
」

ジ
ャ
ン
ボ
幕
絵

4渉¥告白"....
/，.・s

¥，、〈::
え¥;φ:ii

魚津の PR 大看板
2月27日、市内中央通りに魚津市を PRする大きな看板が

設置されました。

縦横約3.6mある看板には、立山連峰、盛気楼、海が描かれ

「ふ しぎなふしぎな海の街」ホ蛋気楼の見え る街前魚津と 書か

れてあります。

みなさんも一度ご覧になってください。

3
月
四
日
、
市
内
中
学
校
(
2
校
)

の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
西
部
中
学
校
で
は
、
昨

年
日
月
に
行
わ
れ
た
学
園
祭
で
展
示

さ
れ
話
題
に
な
っ
た
葛
飾
北
粛
の
ジ

ャ

ン
ボ
幕
絵
を
校
舎
正
面
に
飾
り
、
卒

業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

こ
の
幕
絵
は
、
北
斎
の
富
山
獄
三
十

六
景
の
一

つ

「甲
州
三
坂
水
面
」
を

全
校
初
ク
ラ
ス
で
垂
れ
幕
l
本
ず
つ

描
き
、

一
枚
の
絵
に
仕
上
げ
た
も
の

で
す
。

雄
大
な
富
士
と
水
面
に
映
る
逆
さ

富
士
を
見
事
に
描
か
れ
た
こ
の
絵
は

縦
ロ

m
、
横
初
m
と
い
う
ジ
ャ
ン
ボ

な
も
の
。

幕
絵
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
卒
業
生

と
送
り
出
す
在
校
生
と
の
紳
が
見
え

る
よ
う
で
し
た
。

吋一一一
町一一一
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一有平

元
気
…支
え
と
ス
…匁
去
っ
ち
ゃ
ん

高

畠

広

伸

く
ん

(
美
智
男

・
由
香

子
さ
ん
夫
妻
の
長
男
)
吉
島

平
成

2
年
4
月
日
日
生
ま
れ

3月9日 ・10日、本江小学校を会場に第10回

本江校下文化祭が聞かれました。

9日、体育館での歌手芹洋子さんのコンサー

トで始まり 、10日には、本江小学校児童や校下

内に住む人たちの芸能大会、作品展示、模擬屈

などの楽しいイベントが行われました。

ミニ SLコーナーでは、特設されたレールを

走る SLに乗って歓声をあげる子供たちでにぎ

わっていました。

盛

本

沙

里

ち
ゃ
ん
(
浩
幸

・
知
美

さ
ん
夫
妻
の
長
女
)
三
ケ

平
成

2
年
6
月
3
日
生
ま
れ

本江投下文化祭

平成 3年 4月広報うあ、づ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

の
び
の
び
と
育
っ
て
ほ
し
い
。

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

わ
ん
ぱ
く
で
も
い
い
か
ら
元
気
な

子
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

(13) 
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お問い合わせは

魚津市健康センター

(吉島)ft24-3999

広報うおづ平成 3年 4月

保健だより (4周〉
、健康は自分自身の宝物H

所療診科診療時 診 訴相
日3月5 29 28 21 14 日7月4 

歯科

日3月5 29 28 21 14 日7月4 日 日 日 日 日 日 日 日

在 療川 金 月 日 日 日 日 金 月 日 日 日 日 4 
地目間日急地

医院部歯科阿 τ72ク井歯科岩
医院科自

I布!

医院i科i歯度耳開吉見

雫望 鈴木医院 崎桝医松井医院 船崎医院

深
幡t医院U仁

月

宮 古五黒科内午桂曜日 療患医休区 医院科歯JlI 医院JlI の
休

智7 朗Z側t防署向同部聖-L町 P 日 朝

宮@43口。 集部市三市日
宮管4E 黒部日古?都Z 生黒

宮管E 占部星
管宮4黒部聖

双

古併3 9 9 央中

本 本 鴨 j兵 日
3 百科完1祝 セ夜

雪宮2E 川日 富BB2 葉岡I E @ O7 E 
宮@ 39 3 1 町草578 0 町川事5。5 2 蛙図

診療医1 市 午後 日 ン間
※診療時間は、いずれも

科九11 タ 64 l 市日
) 時 | 5 6 8 l市 8 2 1 49 町島 午前 9時から午後 5時

4 5 まで。 。

対象

妊婦とその家族

幼児と保育者

月児

月児

〉月児

HI年9月生まれの児

j前 3 か月児

般市民|随時 I13: 30 -15 : 00 

|4月4日休)I 
脳卒中後遺症のある人 9:30-15:00 

|4月18日附|

4月18日(榊

4月2日(刈

4月10日t別
4月12日幽

4月24日(ホ)

I 4月30日(刈

考

9:30-16:00|一一一一一一一一一一一一一寸昼食をご持参ください。

1O:OO-ll :30|魚津市健康 「…」ツベリクリン反応検査を併せ

13 :00-13: 301 センター : Iて行います。

13:00-14:001---一一一一一一一一一一 寸麻しん (はしか)の接種券を
I 発行します

13:00-13: 30I : 歯ブラシとタオルをご持参〈

13:00-14:00 I一一一一一一一一一一一一一 ださい

魚 津 保 健 所

魚 津 保 健 所 老人ボケの相談も受けます。

訓練は 10:00-12:00 

イ庸と こ ろきと

4月26日幽

4月12日幽

4月25日(木)

4月10日(水)

4月12日倒

4月23日(刈

4月4日休)

力、

1J> 

7 

魚津市健康センター

13 : 00 -13 : 30 

内容

母親学級(A)
育児サロン

4か月児健診

8か月児健診
離乳食講習会

1歳6か月児健診
股関節脱臼検診

心の健康相談
機能訓練

(リハビリテーション)

4 

8 

血圧倒定・心電図・検尿診察が受けられます。

血圧測定 ・相談

魚津市健康センター

百楽荘

13 : 00 -14 : 00 

10 : 00 -11 : 30 
民
一
児
一
児

市

月

月

般健康相談

ツベルクリン反応検査 I8 

B・C・G予防接種 I8 
魚津市健康センター

13:00-14:00 

13 : 30 -14 : 00 

台、

力、

民 14月26日幽 l

8:45-10:00 
i5月 1日休)I 
毎週水曜日 I9 : 00 -II : 00 

4月24日t別|
113:00-14:00 

4月30日(刈|

民 I4月26日働|
13 :00-14 :00 

5月 1日附|
| 市内産婦人科、 病 ・医 院。

随時|
| 申 し 込 み は 、 健 康 セ ン ター へ

|4月24日休)
1 ~ ~ ~~ ~ (~ 1

13: 00 -14 : 00 民 4月30日(刈

14月26日働 l

I 13: 00-14:00 
I 5月 1日休)

勤労青少年ホーム

料金 800円
但し、 4月1日-3月31Bま

でに40、50、60歳になる人、

黒部保健所・l70歳以上の人は無料

1: ・子宮がんは30歳も無料
勤労青少年ホーム 1:-+申し込みは、黒部保健所へ

8:45-10:00 

大 町 公 民 館
市市支胃がん検診

-‘ 

宮 52-1224

大 町 公 民 館
市自主

3・

子宮がん検診

料金 1.100問 f且し、4月 1日一 3
月31日までに30、40、50、60設にな
る人550円，70繊以上の人無料

料金 1，200円
但し、 4月1日-3月31日ま

て"に30、40、50、60高気になる
人、 70歳以上の人無料

勤労青少年ホーム

市骨支乳がん検診
大町公民館

今
年
度
中
に
節
目
年
齢
に
な
る
方

は
、
検
診
料
金
が
無
料
ご
部
半
額
)

に
な
り
ま
す
。

今
や
、
が
ん
は
早
期
発
見
で
あ
れ

ば
治
る
病
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ

の
機
会
を
利
用
し
て
が
ん
検
診
を
受

け、

早
期
発
見
に
つ
と
め
て
く
だ
さ

平成 3年度節目 年 齢 対 象 者

節目対象年令(性別) 生 年 月 日

30歳 (女性のみ)
昭和36年 4月 1日

昭和37年 3月31日生まれの方

40歳 (男女とも )
昭和26年 4月 1日

昭和27年 3月31日生まれの方

昭和16年 4月 1日
50歳 ( If 

) 昭和17年 3月31日生まれの方

昭和 6年 4月 1日
60歳( 11 

)昭和 7年 3月31日生まれの方

.' 

。o。
申料受 5 55
込 付 月月月
方 時 19 18 17 

法金問日日旦滋烹

日土金 一…|電 8 午 ....__......__.. ....__..・:?K?
へ話 O 前 宮脇

4 で o9 健健魚 ー泳訟
月健円時康康津 ー恋緊

末康 i セセ 保 ふω
日 セ 10 ンン健務
ま ン 時タタ附 臨雌
で タ I I 日腫 ・ ※対象者に、 くわ しい案内を 4月当初に郵送します



を 旦 おお間環 一一
目 [?J{ リ実境 唱亘 L¥
楳 いま施を ーー，ー
に し す 計 碓 司副曙
市 ま J画保 ιー亘瑚制R
内 す 土 を す ..... .ー且畠

全 03策る 幅 1，-現
域 7定た "で'
に 2 しめ 噌『

誌'ー ，.，6
い 明 快 市 唾ー
て J 適で.. ~

白 7環は
主 ?境次

三種混合;予 防接種
(百日せき..::ジフテリア・破傷風)

象 | と き | ところ

13 : 30 -14 : 00 魚津市健康センター

第1回目|第2回目|第3回目|該当地区

4月 15月 16月|村木、道下

3日(水)1 1日(水)13日(月)1経由、西布施

4月 15月 16月 |加積、上野方

5日幽 17日(刈 14日(刈|片貝 、天神、松倉

4月 15月 16月|本江、大町

9日(刈 110日働 16日(柑|住 吾、上中島

6月 |受けなかった

28日幽| 全地区の方

で
築
く
よ
り
よ

環
境
美
化

市
民
交
通
傷
害
保
険

申
込
み
受
付
中
/
・

3
6
0
円
で

l
o
o
-万円
の
保
障

平成 3年 4月広報うあ、づ(15) 

明
る
く
清
潔
で
住
み
よ
い
生
活

の
と
お
り
環
境
美
化
目
標
と
、
年

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て

地
域
ぐ
る
み

の
参
加
と
ご
協
力
を

O
春
の
清
掃
日

4
月
幻
日
(
門

街
や
む
ら
を
美
し
く
す
る
こ
と

的
に
実
施

0
夏
の
清
掃
週
間

7
月
刊
日

山
や
海
岸
を
美
し
く
す
る
こ
と

各
種
団
体
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

O
秋
の
清
掃
日
日
月
叩
日
(
可

冬
に
備
え
小
河
川

・
側
溝
な
い
y

地
域
ぐ
る
み
で
実
地

(日

)
1
7
月
引
日
(
日
)

を
目
標
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
ぐ
る
み

活
動
に
よ
り
実
施

h
)
 

の
清
掃
に
重
点
を
置
き

-注射料、交付手数料 2，720円

計 1頭につき 4，820円

実

9虻:30-10:川0∞0 

l叩0:10-10:40 

ドl凶6副叫(

1日1:30-12:0∞ 0 

l日3:30-14:30

自官

所

野

施

神 11

川森林組

町 公 民

民

場

^ .J_，、

施

引

布

長

西

天

新

大

問H寺月日

メ入
Zコ

館

-第 1期=

3回接種

(24か月~

48か月児)

・第2期=

1回のみ接種

(第 1期完了後

12カミ月 -18カ当

月の間)

自
主
的
に

対

種

問

近
年
ま
す
ま
す
複
雑
化
す
る
交
通
事
情
の
中
で

一

時

2

い
つ
事
故
に
出
合
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
万
一
に
備
え
、

一
川
村一

札

一JO
J

鑑

家
族
ぐ
る
み
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
¥
.

:

:

-e 

0
1
人
1
年
分
の
保
険
料
は

一
口

3
6
0
円
、

二
口
ま

一

M
m
m
・M
.
料

で
加
入
で
き
ま
す
。

一
会
虫

.
Mm

o
小
さ
な
事
故
や
軽
い
け
が
で
も
医
者
で
治
療
す
れ
ば
、
一

登

制

nJ
登

保
険
金
は
支
払
わ
れ
ま
す
。

じ

詳
し
く
は
、
市
役
所
生
活
環
境
課
公
害
交
通
係
へ
お
-
斗
j
J

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

包
②

2
2
0
0
内
線

1
4
1

一一一一一一

9:00-9:30 

9:40-10: 10 

10: 20-10: 50 

11 : 00 -11 : 20 

ド18附111:30-12:00 

13 :00-13: 30 

泉

所

所

館

館

所

北、 山 鉱

農協松倉支

松倉連絡

有山公民

上中島公民

下中島 11 

魚津市教育センター

(住吉小学校)

主官片員

横枕

石垣

大海寺新 /1 

農協上野方支

民

/1 

r入
ムs、

ト1叫1:0…:20 

13:50-14:20 

青島三区公民 館

江口多目的研修センター

加 積 公 民 館

ト19幽111:3…:00 

(備考)

・体温は自宅で計ってきてください。

・母子健康手帳、印かんを持参ください。

※接種できない幼児

①発熱、または心臓、じん臓、肝臓疾患などのために治療している幼児。

②接種前l年以内にけいれんの症状を起こしたことのあ る幼児。

③過去において、この予防接種により、副反応を起こしたことのある幼児。

④ その他、接種を行うことが不適当と認められた幼児。

経団公民 館

日本カーバイト厚生会館

魚 津保健所

ト20wl11:00-12:00 

魚 津市健康 センター9:00-12:00 4.21(fl) 
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み
虚
偽
色
喝
の
ヌ

S
'
v

平成 3年 4月

先み

糊索
、
g
s

入
}

一喝

刑場&
去

。
ft22-1263 

円

ジュニア
内，

ズ ム 体 操 '-， 

教 室 名
体操・トランポリン

司E

夜 の部 畳の部 朝の部

対 象 5歳児~小学生 高校生からの女性 中高年女性 一般女性

定 員 50名 100名 50名 100名

時 間 PM 5:30-7:00 PM 7: 20 -8 : 50 PM 1: 30 -3 : 00 AM ll: 00 -II : 30 

H翠 日 昨井一 週 水 H翠 日 毎週金曜日

受講料 1，000円+保険料360円の他、入館ごと(大人60円、小人・幼児20円)

、」酔 屯一 4 月 10日 ・17日 ・24日 12日 ・19日 ・26日
、
、 町J 

5 月 15日 ・22日 ・29日 17日 ・24日 ・31日
期 日

6 月 5日 ・12日 ・19日 ・26日 7日・14日・21日・28日

ピ¥
7 月同孔 3日 ・10日 ・17日 5日 ・12日 ・19日

市総合体育館

体
力
づ
く
り
仲
間
づ
く
り

ク
ラ
ウ
ン
ド

夜
間
開
放
開
始

4
月
刊
日
(
水
)
か
ら

昨
年
完
成
し
た
ナ
イ
タ
ー
照
明
の

あ
る
天
神
山
野
球
場
を
は
じ
め
、
市

内
の

5
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜
間
開
放
を

開
始
し
ま
す
。

健
康

・
体
力
づ
く
り
、
仲
間
づ
く

り
の
場
と
し
て
大
い
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

O
夜
間
開
放
施
設

・
天
神
山
野
球
場

・
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
東
部
中
学
校
、グ
ラ
ウ
ン
ド

.
西
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

.
大
町
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

O
期
間

4
月
刊
日
(
水
)
1
日
月
ま
で

O
申
込
み
及
び
問
合
せ
先

魚
津
市
教
育
委
員
会
体
育
課

g
n
1
2
2
0
0
内
線

4

5
1

東
部
中
学
校
体
育
館
落
成
記
念
事
業

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
招
待
試
合

『
ユ
ニ
チ
カ
』

『東

芝』

対

o
と

き

o
と
こ
ろ

4
月
市
日
(
月
)
午
後
1
時
叩
分
開
始

東
部
中
学
校
体
育
館

主
催

東
部
中
学
校
体
育
館
落
成
記
念
実
行
委
員
会

………
…
来

一一誠
一一定
ぃツ
少
年
団
総
合
結

……閣
議

o
と

き

4
月
M
日
(
日

)

.iv

o
と
こ
ろ
吉
田
グ
ラ

魚
津
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

(
団
員
一

、
三

O
O
人
、
指
導

者
二

O
O人
)
が
、
新
た
な

活
動
の
決
意
を
力
強
く
官
一言

し
ま
す
。

川
一4
月
の
ス
ポ
ー
ツ
ご
よ
み

29 28 5 27 29 14 21 14 7 
/- 日

日 日 2 日 日日 日 日 日

キ兄 日 木土 キ兄日 日 日 日 曜

|第
長市

東
選子松高

一 市 市
ス II 日 市 ス

球判講会野審習
大会魚津国し 杯奪争第

本軟式
(7) ポ

行

郡学野中
、ソ

球J野大z 3h 
年総少団

ん 6 
事き

春球d季卓大回z hh 

球大会
ろっ

子選県
メ結口入

ロ
名

式図

レ

71く 総 相色 桃天 相t=口と 相t
族 Aロ、 山 山神山 山

回
山 場

グ自官
体 町' 野 町' フ 野

発
育 球 球 球

ウ
球 所着 ン

占 官官 場 場 場 場
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規
制
日
時

(魚津方面から経国方面へ一方通行)

四

方通

ロードレース大会交通規制図

日 信号機

θ 車両進禁止

一 方通行巴

全面通行止協

凡例

通2
4
月
却
臼
(
祝
)

午
前
叩
時
j
午
後
口
時
初
分

一

(

経

図
漁
港
か
ら

8
号
線
へ
一
方
通
行
)

-

寸

|

|

一

方

通

行

|
|」

日
凶

-
-

血
壇
工

--
E
m

p

、t
ム、↑，、
1

⑧

片
岡
川

;

ー

5
月
の
歩
こ
う
会

5
月
の
歩
こ
う
会
は
、

5
日
(旦
に

黒
沢
か
ら
山
越
え
で
奥
東
城
ま
で
歩

き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
前
、
午
前
8
時
発
の

パ
ス
に
乗
り
黒
沢
下
車
。

新
織
の
香
り
た
だ
よ
う
山
野
探
勝

と
草
花
や
山
菜
な
ど
を
求
め
な
が
ら
、

奥
東
城
へ
と
約

7
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
余

り
歩
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
午
前

7
時

ω分
ま
で
、
電
鉄
魚
津
駅
前
に
お
集

り
く
だ
さ
い
。
昼
食
持
参

(交
通
費

は
各
自
負
担

)。

戸広大
ヲ辻

六山
イ
キ
ン
グ

(
新
川
山
岳
会
)

4
月
比
日

(
日
)小
雨
決
行

出

発

午

前

8
時

帰

宅

予

定

午

後

4
時

O
集
合
場
所
魚
津
市
役
所
前

O
募

集

人

員

初

名

O
参
加
料
(交
通
費
、
保
険
料
込
み

)

大
人

一
、
0
0
0円

。
申
込
方
法

4
月
刊
日
ま
で
に
、

村
崎
竹
義
宅
ま
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

E
n
1
1
5
3
3

※
参
加
者
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で

登
山
靴
ま
た
は
長
靴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
畳
食
と
雨
具
上
下
は

各
自
持
参
。

O
と
主
』

転
落
、
落
石
の
危
険
防
止
の
た
め

4
月

8
日
か
ら

6
月

6
日
ま
で
林
道

の
一
部
路
線
の
交
通
を
規
制
し
ま
す
。

規
制
路
線
の
起
点
に
は
、
看
板
が

立
て
ら
れ
、
重
点
路
線
に
は
鎖
が
張

ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

魚

津

市

魚
津
警
察
署

春
は
山
林
の
手
入
れ
、
山
菜
摘
み

ま
た
は
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
野
山
へ

出
掛
吋
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
時
期
は
、
空
気
が

乾
燥
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
時
折
強

い
風
が
吹
き
、
山
火
事
が
発
生
し
や

す
く
を
り
ま
す
。

大
切
な
緑
を
守
る
た
め
、
喫
煙

・

枯
草
焼
き
な
ど
を
行
う
と
き
は
、
十

分
注
怠
し
て
く
だ
さ
い
。

刈
り
取
っ
た
享
一は

川
へ
捨
て
な
い
で
正

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
草
刈
り
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
例
年
、
角
川
や
布

施
川
に
多
く
の
除
草
が
流
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
川
は
汚
れ
、
海
で

は
定
置
網
や
刺
し
網
に
か
か

っ
て
漁

の
妨
げ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

刈
り
取
っ
た
草
は
堆
肥
な
ど
に
利

用
す
る
よ
う
に
し
て
、
川
に
捨
て
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
今
月
は
水
田
耕
作
の
最
盛

期
の
た
め
、
多
量
の
泥
水
が
河
川
を

通
じ
て
富
山
湾
に
流
入
し
ま
す
。

ホ

タ
ル
イ
カ
は
水
質
に
特
に
敏
感
な

生
物
で
す
の
で
、
農
家
の
み
な
さ
ん

に
は
な
る
べ
く
泥
水
を
河
川
に
流
さ

な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一

日

~

」

』

T
n
J
勺一

一

げ

岡

町

J

y

n
A

曜

日

』
む
土

m

p

レ

D
司

一

一
一
附
即
乱

一

一
間

4

L
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地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

広報うおづ

『
地
域
に
お
け
る
交
通
の
安
全
と

円
滑
の
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
』

平成 3年 4月

道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、

放
置
駐
車
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
た
の

に
伴
い

、
平
成

3
年
1
月
1
日
、
『
地

域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
制
度
』

が
で
き
ま
し
た
。

問
団
ハ
ハ
ハ
〕
門
凶

地
域
の
交
通
安
全
を
確
保
す
る
た

め
最
近
重
要
な
交
通
問
題
と
な
っ
て

い
る
違
法
駐
車
及
び
道
路
使
用
方
法

に
つ
い
て
住
民
の
理
解
を
深
め
る
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

活

内

"*" -e-

動

一
、
目
的
に
そ
っ
た
広
報
活
動
の
推
進

二
、
商
庖
、
企
業
等
に
対
す
る
協
力

要
請
活
動

三
、
交
通
規
制
に
関
し
地
域
住
民
の

要
望
を
集
約
す
る
活
動

※
推
進
委
員
の
任
期
は
二
年
で
、
去

る
2
月
7
日
に
富
山
県
公
安
委
員

会
か
ら
次
の
叩
名
の
方
々
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

'ー....ーー・・・・・・.
….. ・……ーーーー.._-.

地域交通安全活動推進委員

委嘱期間 (平3.1.1-平4.3.31)

支部 住所 氏 名 TEL 

村木
火宮町

石崎政雄
24-

20-22 2522 

本江 並木町2-5 内 山 勉
22-
2218 

加積 六郎丸696 稲場正一
22-
6735 

住吉 住吉3，739 小松美弘
22-
2621 

天神
木下新

関 口 勇
24-

6914-2 2980 

大町 新宿4-18 富 居新作
22-
0101 

村木
末広町

石崎照 憲
24-

9-24 0245 

大町
新角川

藤田秀雄
22-

1-6-8 0444 

道下
北鬼江

山本晃正
22-

1，162 3077 

経団 平伝寺503 平田明夫
22-
4565 

春の防犯運勤

続議濁盟問符li. 弓

4潟叡国館
。重点及びスローガン

「侵入盗 ・乗物盗の防止」

(カギかけは 家族みんなの

合言葉)

「少年の非行防止」

(ふれあいと 対話が育てる

子の未来)

「悪質商法の被害防止」

(ちょっと待てノ うまい話

に落とし穴)

。特別デー

・4月22日(月)

防犯運動呼びかけの日

• 4月23日(刈

戸締り実践の日

• 4月24日(7j()

悪質商法撃退の日

• 4月25日(木)

愛車を盗難から守る日

• 4月26日幽

少年非行を考える日

• 4月27日印

防犯環境点検の日

V
消
防
斤
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

第

6
分
団
分
団
長
清
河
輿
三
松

第
叩
分
団
分
団
長
西
尾

一
郎

V
富
山
県
消
防
表
彰

無

火

災

表

彰

綬

第

日

分

団

功

績

章

消
防
本
部
消
防
司
令
加
藤
与
三
右
エ
門

精

、勤

章

第
n
ム
分

団

分

団

長

小

林

清

孝

第

3
分

団

分

団

長

宮

崎

喜

作

V
日
本
消
防
協
会
表
彰

功

績

章

第

6
分
団
分
団
長

清
河
輿
三
松

精

績

章

第

日

分

団

分

団

長

西

尾

光

信

第
ロ
分
団
分
団
長
平
田
弘
一

勤

続

章

第

5
分

団

分

団

長

松

崎

長

生

第

日

分

団

分

団

長

西

尾

光

信

第
ロ
分
団
分
団
長
平
田
弘
一

第
l
分
団
副
分
団
長
佐
生
久
明

第

5
分
団
副
分
団
長
松
崎
基
成

第

4
分

団

部

長

野

田

庄

治

第

ロ

分

団

部

長

横

田

順

一

郎

第

ロ

分

団

班

長

窪

田

一

光

第
6
分

団

班

長

清

河

暢

夫

第

5
分

団

団

員

石

倉

博

康

消

防

署

消

防

士
長

平

田

明

夫

V
富
山
県
消
防
協
会
表
彰

表

彰

綬

第

1
分
団

功

績

青

花

章

第
日
分
団
分
団
長
津
田
昭
一

功

績

賞

花

章

第
6
分
団
副
分
団
長
黒
崎
幸
作

第

ロ

分

団

部

長

横

田

順

一

郎

第

日

分

団

班

長

故

吉

崎

勝

勤

続

緑

花

章

青優保 勤
第 第良全第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第 消第第第第第第第第第第
5 3機整 511 11 11 11 10 9 9 9 5 5 5 10 4 4 6 1 9 14 11 11続防 6 2 12 12 10 2 13 11 11 1 
分色分関備分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分 本分分分分分分分分分分
団 団員優団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団銀部団団団団団団団団団団

章?と
班 章班赤消団団団団団団団団団団団団団団団団団班班班部章穆班団団団班団班誓班部

長鍔員員員員員員員員員員員員員員員員員長長長長 ま長員員員長員長長長長

高 川松高谷種畠徳成若山林溝伊中奥高山森谷原松 川河江横寺広上木吉森宮
木 第平本瀬崎田山本田林西 口 東 村村縁下川口 本 岸崎島田口瀬里下崎内坂

3 外
分直明輝恒勝 和清孝茂 政政光義喜由与金夏守
団作夫夫夫義正雄従盛文勇雄秋雄信夫己一治夫久

芳忠宣清俊久 敏 貞信
雄雄之一夫雄昭則勝男夫宏

長
吉
崎
源
太
郎



;0，ミおるさ

多
霊
気
楼
と
魚
津
ま
つ

写
真
コ
ン
テ
ス

-
応
募
方
法

平
成

2
年

9
月
以
降
に
魚
津
市
内

で
撮
影
し
た
未
発
表
の
作
品
に
限
り

ま
す
。

作
品
の
裏
に
部
門
名

・
題
名

・
撮

影
場
所

・
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職

業

・
電
話
番
号
を
明
記
し
た
応
募
票

(
自
作
可
)
を
貼
り
付
け
て
く
だ
さ

・
部
門
名

唇
気
楼
の
部

・
祭
り
の
部

・
作
品

四
ツ
切
以
上
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

(
富
山
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟
庖
プ

リ
ン
ト
の
も
の
)
な
お
応
募
さ
れ
た

写
真
は
展
示
等
終
了
後
希
望
者
に
返

却
い
た
し
ま
す
。
ま
た
入
賞
さ
れ
た

方
は
ネ
ガ
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

-
締
切

8
月
訂
日

(
当
日
消

印
有
効
)

-
発
表

9
月
に
入
賞
者
に
通

知
し
新
聞
で
発
表
い
た

し
ま
す
。

-
展
示

応
募
作
品
は
魚
津
商

工
フ
ェ
ア
会
場
及
び
サ

ン
プ
ラ
ザ
な
ど
で
展
示
し
ま
す

0

・
賞
(
部
門
別
)

市

長

賞

5
0
、
0
0
0
円

市
議
会
議
長
賞

2
0
、
0
0
0
円

商
工
会
議
所
会
頭
賞

2
0
、
0
0
0
円

観
光
協
会
長
賞

S
花
の
写
真
募
集

.4'.雨雲ぎ叱司圃
~♂I・I ぺ11議漕
，..."泌 司
...令官bヤ〉ベミ・?と心強耳墨
ι -功:元議~三子~で弘司
Iも-九客三汁
-尻lIilI司 fF__ 山石唾弘 主r

陸令長-笠;少ふ.

-一/I~~. '_"・E ...... h~ 4・・・

市
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
花
の
写

真
展
を
日
月
の
市
農
業
祭
に
お
い
て

開
催
し
ま
す
の
で
、
作
品
の
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

マ
対
象
(
テ
ー
マ

)

市
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
花
(

か
の
こ
ゆ
り
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
、

水
仙
な
ど
)
又
は
花
の
風
景
、
花

と
の
生
活
な
ど
。

-占
H

1
0
、
0
0
0
円

選
賞

品

5
点

・
間
合
先

・
応
募
先

①
魚
津
市
商
工
観
光
課
内
「
魚
津

の
蜜
気
楼
と
魚
津
ま
つ
り

・
村
ま

つ
り
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係

g
n
l
2
2
0
0
内
線
3
1
1

②
最
寄
り
の
カ
メ
ラ
庖

入

-
占
山

l 
占

マ
作
品

1
枚
写
真

(
四
ツ
切
り
、

カ
ラ

l
写
真
)

で
自
作
に
限
る
。

マ
応
募
点
数

1
人

3
点
以
内

マ
締
切

9
月
末
日

マ
送
り
先

魚
津
市
釈
迦
堂

l
i
m
-
-

魚
津
市
役
所
農
政
課

g
n
1
2
2
0
0
内
線
開
山

苗
木
即
売
会

マ

と

き

4
月
比
日
(
日
)

午
前

9
時
j午

後

3
時
ま
で

魚
津
市
役
所
前
広

マ
と
こ
ろ

臼あE3
 

マ

種

類

サ

ザ

ン

カ

、
カ
エ

デ
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、

柿
、
栗
、
桃
な
ど

4
0
0

種
、

4
、
0
0
0
本

マ
主

催
魚
津
市
緑
化
推
進
委
員
会

新
川
森
林
組
合

緑
恋
家
の

街
頭
無
償
配
布

「
水
と
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
ゆ

と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
、
次
に

よ
り
緑
花
木
街
頭
無
償
配
布
を

行
い
ま
す
。

マ
と

き

4
月

M
日
(
水
)

午
後

1
時
初
分
か
ら

マ
と
こ
ろ
中
央
通
り
(
鷹
休

漆
器
底
横
)

木

サ

ザ

ン

カ

、
ツ
ツ

ジ
な
ど
。

マ
花

…日

M
%が
f
l
泌

M
A

符
祝
佐

m佐
川

町
ル
絞
バ
…

ド人
権
モ
デ
ル
地
区
に
指
出

人
権
意
識
を
高
め
、

よ
り
明
る
く
住
み
よ
い

郷
土
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
全
国
で
比
か
所
が

モ
デ
ル
地
区
の
指
定
さ

れ
、
そ
の
中
の
一
つ
に

魚
津
市
が
選
ば
れ
ま
し

た
。市

で
は
「
人
権
モ
デ

ル
地
区
推
進
協
議
会
」

を
発
足
さ
せ
、
こ
の
一

年
間
、
重
点
的
に
人
権

問
題
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ー

レ白
川

人

権

相

談

。
と

4
月
ロ
日
(
金
)

午
後

1
時
i

4
時

き

。
と
こ
ろ魚

津
サ

ン
プ
ラ
ザ

3 
階



位。広報うあ、づ平成 3年 4月

informαtion 

ご寄付ありがとう

ございましたく敬称略〉

せら失ロ

相談案内

お

野村幸男立 石 5，000円

小 浜 正 好 本 町 二 丁 目 50，000円

高岸由英本町二丁目 30，000円

碓井久夫新金屋一丁目 50，000円

ユニ一株式会社魚津庖庖長松本茂治

釈 迦 堂 55，288円

魚津市美術文化協議会会長中村松之助

30，000円

541円

30，000円

50，000円

100，000円

2，000円

30，000円

3，500円

50，000円

30，000円

10，000円

10，000円

5，000円

30，000円

30，000円

5，000円

50，000円

50，000円

5，000円

9，000円

10，000円

b善意銀行へ

お気軽にどうぞ

その他の相談市役所で ft22-2200

教 :滋:樹

毎週月 ・木曜日

午前 9時~午後 5時

0 ところ 教育センター相談室

心配:ごと:絹談

き0 と

無料法猿相談 〈定員 6名)

0とき 4月23日(刈午後 1時-4時

0ところ 第 5・6会議室(3階)

県弁護士会の弁護士が相談に応じます。

ご希望の方は、前日までに市民相談室

へお申し込みください。 内線 161

20，000円

10，000円

10，000円

10，000円

愛の募金箱 片員小学校

轡田正義六郎丸

吉田重作 本 江

宮本宗明宮 津

匿 名入善 町

猟i畢 惣諏訪町

魚津保育園職員一同

吉崎 徹村木 町

大沢 志 朗 上 村 木 一 丁 目

友田道治新角川二丁目

匿名

有沢武雄本町二丁目

稗苗由松稗 畠

桑山みよ 中央通り二丁目

(伺魚津銀金吉 島

佐竹百合子諏訪町

大多賀明信友 道

友道 5区婦人会友道

魚住一雄諏訪町

本江保育園保護者会

b社会福祉基金として

桑山みよ 中央通り二丁目

b広報送付謝礼として

成瀬俊雄港 区

武限光枝江東区

内海正一 品川区

毎週金曜日

午前 9時~午後 3時

福祉センター(百楽荘)

ノヲ'rtA麗;用組:談

き

0 ところ

0 と
行政絹談

4月4日、 18日(柑

午後 l時-4時

0ところ 市民相談室 (1階)

市 .....民主籾談

き0と

き 日曜 ・祝日及び第 2・第 4土

曜日以外の毎日午前10時~午前

6時 (土曜日は午後 1時まで)

0ところ 魚津サンプラザ l階

交通豪放強談

き 4月17日(榊

午前10時~午後 3時

魚津総合庁舎(新宿)

。と

0 と

き 日曜 ・祝日及び第 2・第 4土

曜日以外の毎日午前 9時~午後

5時(土曜日は午前12時まで)

0ところ 市民相談室 (1階)

内 ...職綿談

き

0 と

0 ところ

北陸電力から ft24-1400

安全で楽しい『鯉のぼり』を

毎週火 ・水 ・金曜日

午前 9時~午後4時

0 ところ 商工観光課(3階)

高;祭:齢者綴業相談

。と

最近の鯉のぼりのポールは金属製(ア

ルミ)で、しかも長くなっています。

鯉のぼりは、電線から十分離れた場

所でたててください。

き 日曜 ・祝日及び第 2・第 4土

曜日以外の毎日午前 9時~午後

5時(土曜日は午前12時まで)

0 ところ 高年齢者職業相談室 (1階)

無料:鐙議;相談

。と

4月10日(7同

午前10時~午後 4時

0 ところ 市役所会議室

ご希望の方は、市民相談室へお申し込

みください。 内線 161

き。と

ガ
ソ
リ
ン
日
曜
当
番
庖

(
4
月
)

5 5 28 21 14 7 4 
日 月 日 日 日 日 月

日 日 日 日 日

三和 富山 車二小j設輩IE l 朝日

富 浜 広 三 広三品 = 浜 山 広富
各 山 岡田和

田和 川 書産2商自
岡崎田 山

庖 物石石 石 商 石 物 石物石 商石石石

産油油 油庖油産 油産油 庖油油油
長邑且. .--.、--ー岡、 .--.、--町、、 /ー....---、 /ー岡、---、、 戸-、、_.-.、--町、、，........ --ー、、--ー『、戸'ー『、--ー『、

本住吉友
葉双川本 上村木 吉光寺大本吉 末広町 住本吉

業
新吉島道 町 縁江 島江島 吉江島
、__..__.， 、、--'、___. 、__.、__.、__.、__. 、__.、、___.、__.、__. 、__.、__.、-戸、__.

(ご利用ください〉市政情報テレホン・サービス ft22-3600 

4
月
¢
し
戸
一方
ス

傑
安
調
査

今
月
の
保
安
調
査
は
次
の
地
区
で

実
施
し
ま
す
。

実
施
地
域
・
:
魚
津
地
区
(
新
角
川

ニ
丁
目
、
港
町
)
調
査
は
県
認
定

L

P

G
保
安
セ
ン
タ
ー
新
川
地
区
支
所

調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

8
M

l
5
3
4
0
 

保
安
調
査
は

2
年
に
一
度
。
訪
問

時
に
は
是
非
調
べ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。



らせ informαtion 

遊漁者の滋jなさえ;.(' おやζ!.1/1栄三詩体操

安ロ

0歳~就学前の幼児及び親

毎週木曜日 午前10時~

古島会館

新日本婦人会

宮 24-5301 (福井)

0対象

。日時

0場 所

0間 合 先

農作業標準料金

平成3年度農作業標準料金は去る3月の

農業委員会総会で次のように決まりました。

(10アール当たり )

区 分 標準料金

荒起し 6.400円

フ 荒くり 2.800円
ク

代かき 2.800円タ

計 12.000円

回 植 機 6.300円

コンパイン 17.900円

人夫賃金 8.100円

ここ数年、富山湾の漁獲量は減少傾向

にあります。

遊漁者人口の増加、漁業者まがいの漁

法や漁具などの使用により漁業者とのト

ラブルが多くな っています。

漁業者は、生活の粒として漁をしてい

ます。遊漁者は、資源の保護や漁業者の

生活を理解され、次のことを守って楽し

い遊漁を行ってください。

。漁業者の操業水域に入らない。

O違法漁法を行わない。

。漁業施設に迷惑をかけない。

O安全をすべてに優先させる。

O海岸や海を汚さない。

春の農作業安全運動

4月6日-5月17日

一 申告・-納対ほお早めに一
平成3'年度i

労働保険年度更新

4月1日-5月15日
労働保険の「平成 2年度確定保険料及

び平成 3年度概算保険料」の申告 ・納付

の手続き時期になりました。この手続き

は、事業主が自ら保険料を算定して申告

書を作成し 、 4月 1日か ら 5月15日まで

に申告書と保険料を最寄りη金融機関(歳

入代理屈)、郵便局、労働基準監督署、労

働基準局、県雇用保険課の窓口で申告 ・

納付していただくものです。

期限が近づきますと、窓口が大変混雑

しますので、 4月中に手続きを済ませて

いただきますようお願いします。

0間 合 先労働基準監督署、富山労働基

準局、県雇用保険課

0年度更新申告相談日 5月10日樹

魚津公共職業安定所

お

平成 3年 4月広報うあ、づ包1)

性別l 職 種 年齢 賃金 地区 員人 資絡等 性別 職種 年紛 賃金 地区 員人 資格等

生産技術職 18-35 173，22205 0~ 魚、・小川寺 5 普高卒通以免上許 介議職員 18-45 167，1580001 ~ 魚・大光寺 2 不 問9，200 ，000 

営業部員 20-30 173，2020E 0~ /1 大光寺 3 /1 石if主ー者謎説婦W!l 18-40 130，1O800 0~ /1 未広町 2 肴石，-ifj護獲量婦ii}免、許ift 
8，000 ，000 

ホール係 18-55 15O，1080004 ~ /1 北鬼江 3 不 問 事 務 員 18-35 105，1O10f 0~ /1 相ノ木 2 算高卒で以き上れば、珠可
，000 5，000 

運転手 20-60 150，205000守~ /1 三悶 5 不普通免許問 版売買 18-60 1 15，1020: 0~ 1111 中新央ii!i宿り 3 不 問，000 5，000 

製かん、鉄工 18-60 125，207050， ~ /1 吉野 4 不問 エステイシャン 18-35 125，1O6O5O， - /1 釈迦堂 2 /1 
000. 000 

男
サ組ッ立シ加 工工 普高卒通以免上許

女
18-35 126，105060. ~ /1 大海寺野 5 

ノレー-J.，.
25-60 12O，1O5O0O1 ~ /1 天神野新 5 /1 

，000 サービス係 ，000 

菓子製造貝 18-60 115，2O00〔0~ /1 中央通り 2 不経験者優閉遇 軽作業工 18-50 125，1030f 0~ /1 道坂 3 /1 
0，000 5，000 

タイヤ修理工 18-45 162，250000守~ /1 木下新 2 不普通免問許 検包査装及工び 18-40 105，374-
/1 道 坂 3 高卒以上，000 124，320 

配見管工及び 20-55 180，3G0o0 o- /1 i兵経団 2 /1 靴下仕上工 18-50 120，000- /1 本 江 10 不 問習い 000 

積込み作業員 不問 180，2000001 ~ /1 上村木 1 不免問許あ、普れ免ば、尚リフ良ト 縫製工 30-42 1 15，1O20004 ~ /1 友 道 5 経験者優遇，000 ，000 

.品~，J掴求めていますメく求人情報〉11 

男(月~木)、女(金~日 )

問
合
せ
先

魚
津
公
共
職
業
安
定
所

B
M
|
O
3
6
5
 

富
山
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー

宮

(
0
7
6
4
)
お
l
2
2
1
1

雇
用
促
進
住
宅

(
サ
ン
・

3rポ
ラ
ス
)
案
内

fi24-8841 

入
居
対
象
者

1
、
適
当
な
住
宅
を
確
保
で
き
な
い

で
困
っ
て
い
る
勤
労
者

川
移
転
し
た
こ
と
に
よ
り
住
宅
が

な
い
方

ω就
職
の
た
め
住
宅
の
確
保
す
る

必
要
の
あ
る
方

ω職
業
の
安
定
の
た
め
に
住
宅
の

確
保
を
必
要
と
す
る
方

2
、
家
賃
の
支
払
い
能
力
が
あ
る
こ
と

3
、
扶
養
家
族
が
あ
り
、
確
実
な
保

証
人
が
あ
る
こ
と

※詳しくは、魚津公共職業安定所(fi24一0365)へお問合せください。求人テレホン ・サービス

〔雇用促進住宅の所在地〕

宿舎名 所 在 t也 電話番号

魚津 魚 ・大字大海寺野村 22-5051 

四ツ家4640-2

仏国 魚 ・仏国3414 24-2238 

下野方 魚 ・三田字松窪167-2 24-6445 

魚津北 魚、 ・木下新46番 2 24-7867 



住色広報うおづ平成 3年 4月

一
冊
の
興
奮

一
冊
の
感
動
:
・
①

新
し
い
本
か
ら

〈
一

般

〉

夜
明
け
あ
と

星

新

一

地
球
時
代
の
日
本
経
済

金

森

久

雄

ア
ラ
ブ
の
人
び
と

ク
ウ
ェ
ー
ト
に

住

ん

だ

体

験

か

ら

前

田

雅

子

上
手
に
老
い
る
に
は

セ

ル

ビ

ー

〈
文
学

・
小
説
〉

何
天
文
学
大
系

夢
枕

タ

l
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト円

よ

り

子

散

華

上

下

杉

本

苑

子

暗
雲
渦
巻
く
藤
原
摂
関
時
代
を
ひ

と
り
の
女
と
し
て
生
き
た
紫
式
部

の
生
の
軌
跡
を
描
く
長
編
小
説
。

街
角
小
走
り
日
記

群

ょ

う

こ

秘
術
緊
楽
第

堀

和

久

妊
娠
カ
レ
ン
ダ
ー

小

川

洋

子

生
臭
い
題
材
を
扱
い
な
が
ら
も
、

全
体
は
冷
え
冷
え
と
し
た
手
触
り

で
賞
か
れ
た
作
品
。
芥
川
賞
受
賞

〈
富
山
の
本
〉

北
日
本
新
聞
社

猿

富
山
県
の
昭
和
史

富
山
県
人
名
録

H

ブ
ッ
ド
・
パ
イ
み
ほ
と
け
の
お
そ

ば
に

雪
山

隆

弘

宇
奈
月
町
の
宗
教
家
で
、
雪
ん
子

劇
団
の
主
宰
者
で
も
あ
る
著
者
の

闘
病
記
。

ニ
の
人
に
聴
く

2

富
山
県
教
育
会

神
谷
村
の
今
昔

牧

野

正

雄

方
言
雑
語

吉

本

健

一

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週

間
で
、
無
料
で
す
。

中
学
生
一コ
ー
ナ
ー
が

充
実
絵
ま
し
た

V
魚
津
西
ロ

l
タ
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
か

ら
の
寄
付
に
よ
り
、
次
の
本
を
購
入

し
ま
し
た
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ

去
』
い
。

・
少
年
少
女
日
本
文
学
館

.
少
年
少
女
世
界
文
学
館

.
修
学
旅
行
の
本

・
カ
ム
イ
伝

・
地
球
大
紀
行

号室
カぐ 芯3
と 桝i: "'L. ~i) :簿 p必社、

:ifg& 
nだ ー 全全全全全
足き 103 6 15 15 

冊巻巻巻巻巻

-
津
田

一

郎

様

(
小
矢
部
市
)

川
柳
関
係
の
本
附
冊

一一川
一………一
柳
…毅

簿

一問

会

と

き

4
月
刊
日
(
水
)

午
後

1
時
ぬ
分
か
ら

4
時
ま
で

交
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

合
兼
題
「
真
ん
中
」
「
そ
よ
ぐ
」

講

師

脇

坂

正

夢

先

生

(
え
ん
ぴ
つ
編
集
長
)

ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

支
」
い

。

な
4 ¥.、
目'コ

めし
およ
ιAこr

らメ
せ

2
日
(
火
)
え
い
が

青
い
鳥

9
日
(
火
)
こ
う
さ
く

こ
ま
あ
そ
び

同
日
(
火
)
え
い
が

介
J
h川
内
'
加
別
刊
五
ロ

お
日
(
火
)
こ
う
さ
く

し
お
り
作
り

と

き

午

後

4
時
か
ら

4
時
初
分

と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

対

象

幼

児

j
小
学
生

(
材
料

・
お
金
は
い
り
ま
せ
ん
)

4
月
の
日
曜
開
館

4
月
刊
日
(
第

2
日
曜
)

4
月
お
日
(
第

4
日
曜
)

翌
日
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

な
お
、
羽
田
は
振
替
休
日
で
休

館
で
す
。

h
R
'
I
l
l
i
-
-
H
1
l
 

a『

'
i白白

O

J

こ
ば
と
児
童
セ
シ
汐
l

合
鋭

3
2
a
0
2

1
1
4
月
の
行
事

|

|

〔
パ
ソ
コ
J
ノ
ゲ

l
ム
の
日
〕

9
日(火
)
j
ロ
日
(
念

・
日
日
(
火
)
・
お

日(火
)

4
じ
1

〔
プ
ラ
パ
ン
〕

I.~ 

日
日
(土
)
3
じ
j

M
日
(
水
)
4
じ
i

|

|

5
月
の
行
事

|

|

〔
子
ど
も
の
日
の
つ
ど
い
〕

5
日
(
日

)

2
じ
i

〔
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
〕

8
日
(
水
)
1
1
日
(
土
)

4
じ
i

ハ
ン
カ
チ
作
り
を
し
ま
す
。
定
員

は
、
初
名
で
布
代
間
円
を
添
え
て
、

4
月
お
日
ま
で
申
し
こ
ん
で
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日
・
%
を
除
く
祝
日

-c' 
u
a
em
 

催

物

名

と

き

入
場
料

高
山
楽
器
庖

・

ヤ
マ
ハ
音
楽
教

室
成
果
発
表
会

I AM 14 
10日
時豆

釦E

グ
ル
ー
プ
ド
ル

チ
ェ

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ

ー
ト

(ソ

ロ
&

デ
ュ
オ

)

整
理
券

一
般

八

O
O
円

児
童
・生

徒

五
O
O
円

I PM 21 
3 日

時亘

料

‘~ 句:-

集

記

後

マ
4
月
は
、
入
学
、
就
職
、
異
動
な

ど
新
た
な
旅
立
ち
の
月
で
す
。

マ
昨

年

4
月
の
異
動
に
よ
る
新
し
い
ス
タ

ッ
フ
で
の
広
報
、
早
い
も
の
で
1
年

経
過
し
ま
し
た
。

J
祝
み
や
す
く

コ

ン
パ
ク
ト
。
を
モ

ッ
ト
ー
に
努
力
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
月
号
は
、

新
年

度
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
始
め
と
し
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ

ぷ
り
包
頁
の
お
知

ら
せ
版
に
な
り
ま
し
た
:
:
:
。

マ
新

し
く

『魚
津
の
碑
め
ぐ
り
』
を
企
画

し
ま
し
た
。
マ
碑
に
関
す
る
情
報
、

新
し
い
情
報
、
ホ

ッ
ト
な
ご
意
見
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

(M
)

久
し
ぶ
り
の
子
供
と
の
散
歩
。

つ

く
し
ゃ
ふ
き
の
と
う
が
春
を
感
じ
き

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

4
月
は
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
。
入

学
や
入
社
な
ど
新
し
い
生
活
(
人
生
)

の
始
ま
り
の
月
で
も
あ
り
ま
す
。
何

事
に
お
い
て
も
ス
タ
ー
ト
直
前
は
少

な
か
ら
ず
不
安
が
あ
り
ま
す
。
確
か

な
計
画
と
着
実
な
行
動
が
そ
の
不
安

を
少
し
ず
つ
消
し
て
く
れ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

市
で
は
、
総
合
計
画
第
5
次
基
本

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
大
き
な
事
業

が
完
成
、
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

(
Y
)

橋

印刷/魚津印刷株式会社

人 (前月対比)

(男)23. 948 ( + 11 ) 

(女)25.943 ( 0) 

49 . 891 (+ 11 ) 

14.183世帯

編集/企画広報室

(3月1日現在)

世帯数

人口

計


